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第一章　隣人は上司でした












　――温かい雨が街を包む、煙った春の夜。

　私はポタポタと雨粒が落ちる傘をドア横の窓枠に掛けてから、鍵を開けてアパートの部屋の中に入る。パンプスを脱ぎ捨てると、右手にある洗面所でつま先が濡れて不快なストッキングを洗濯カゴの中へと放り込んだ。

　そのままキッチンの前を足早に通り過ぎ、扉を開けて部屋の奥へと進む。スーツのまま勢いよくソファーに倒れ込めば、一気に訪れた解放感から思わず気の抜けた声が漏れた。

「今週も終わった～」

　床に転がったトートバッグを横目に、私は大きく息をつく。

　大学を卒業して、飲料事業会社【ミツバホールディングス】の本社に勤めて早六年。毎日片道だけで一時間半以上電車で立ち続け仕事に通っている私には、金曜日のこの瞬間が至福のひとときだった。

　ミツバホールディングスとは、国内指折りのグループ企業ミツバグループの子会社で、国内で初めて自動販売機で飲み物を販売する自動販売サービスを始めたことでも有名な会社だ。恐らく誰もが一度はミツバの名を目にしたことがあると思う。

　ミツバの自動販売機はあちこちに置かれているし、スーパーやコンビニの飲み物コーナーにも、ジュースからアルコール類まで多くの自社製品が並んでいる。ふと家でテレビを見ていると、スポンサーとしてその名が流れてくることも少なくはなかった。

　私のいるコーポレートコミュニケーション部、通称ＣＣシーシー部は企業やメディア、さらには投資家や株主などあらゆるところと広報活動などを通じてコミュニケーションを図り、良好な関係構築を目的としている部署だ。

　メディアへの情報発信を通じてミツバのブランド戦略を仕掛ける他にも、会社の利益を追求するような大きな仕事、日々大変な業務もたくさんある。外回りも多い分、パンプスのヒールはすぐに削れて、年間の消費量もなかなかのものだった。

　しかし、自分が発信した情報が雑誌に掲載されれば嬉しいし、結果が目に見えて実感できるこの仕事にはやりがいも感じられた。

　ただ、最近は大きなプロジェクトに参加する機会も増え、帰りが遅くなる日も増えてきた。

　都内の一等地にオフィスビルをかまえる会社のそばは家賃も高いからと、地方から大学入学を機に借りたこの部屋からずっと根性で通勤し続けてきたけれど、そろそろ潮時かもしれない。

　会社のすぐそばとはいかなくとも、本当に引越しも視野に入れてみようかな。

　ため息を吐きながら壁にかかった時計を見ると、時刻は二十三時を少し回ったところだった。

　もうこんな時間。あと一時間で日付も変わるのか。

　今すぐ熱い湯船に浸かって足をマッサージしたい。メイクも落としたい。お腹だってペコペコだ。

　だが、やりたいことはたくさんあるのに、身体が重くて動かない。疲労感からなにもかも後回しにして眠ってしまいたかったがそんなわけにもいかなくて、私は気だるげに身体を起こした。

　あ、そうだ。もう週末だし、達真たつまからなにか連絡きてるかな。

　同じ大学の同級生で、卒業してから付き合い始めた恋人の達真は同い年の二十八歳。仕事が忙しい時期なこともあり、ここ二年ほどはひと月に数回会えればいい方になっていた。

　まぁもともと、あまり頻繁に会っていたわけでもないんだけれど。だって、達真は……。

　嫌な記憶が蘇りそうになり、私は慌ててかぶりを振った。

　ソファーから下りずにトートバッグを引き寄せ、中からスマートフォンを取り出す。すると、ディスプレイには一件の着信履歴が残っていた。

　あ、やっぱり達真かな。

　しかし、確認するとそれは思わぬ人物からだった。

「あれ？　……叔父さんだ」

　私はいささか驚きながらも、画面をタップしてすぐに電話をかけ直す。コール音を数回聞いていると、叔父が電話に出た。

「もしもし、叔父さん？　こんばんは。こんな時間にごめんね。電話くれていたみたいだけど、どうしたの？」

『おぉ、千咲ちさき。今帰りか、お疲れ。忙しいのに悪いな』

　電話の向こうから、叔父の明るい声がする。私が「全然大丈夫だよ」と返すと、叔父は『実はお前に少し聞きたいことがあってな』と話を進めた。

　私の父の弟である叔父とは、昔から仲が良かった。

　建築家をしている叔父はいわゆる独身貴族というやつで、自分に子供がいない分、私が幼い頃から本当の我が子のように可愛がってくれていた。いつも手にいっぱい私へのお土産を抱えてうちに訪れる叔父を見て、父はよく呆れていたっけ。

　それは私が大人になった今でも変わらず、毎年誕生日になると叔父さんからプレゼントが送られてくる。

　だけど、電話なんて珍しい。なにかあったのかな。

　私は不安に瞬きをしながら次の言葉を待った。すると、軽く咳払いをした叔父がおもむろに口を開く。

『千咲。今俺が住んでいるマンションわかるよな。お前、俺の代わりにここに住まないか？』

「えっ!?」

　思いもよらぬ質問に、私は思わず目を見開いた。

　それもそうだ。何度か訪れたことがあるのでよく知っているけれど、叔父が住んでいるのは、今私のいる１Ｋのアパートとは比べ物にならないハイグレードなマンション。叔父が設計に関わり、気に入ったあまり自身も購入したと言っていたとてもいい物件だ。

　それをどうして私に？　それに代わりってどういうこと？

　戸惑う私をよそに、叔父はさらに言葉を続ける。

『仕事の目処もついて、前に言っていたハワイへの移住がようやく決まったんだ。これからはのんびり過ごしながら、向こうで仕事もしていこうと思ってな。そこでよかったらこのマンションに千咲が住まないかなって。たしか会うたびに、うちから職場が近いって羨ましがってたろ？』

「それはそうだけど……」

　まさか本当に住めるかもしれないなんて夢にも思っていなかったから。

　叔父のマンションから私の勤める本社のオフィスビルまでは電車でひと駅、徒歩でも十五分かからないほどの場所にある。余裕で歩いて通勤できる距離だった。

「でも、どうして私に？　あのマンションなら売りに出せばすぐにでも買い手がつくんじゃないかな？」

　そうすれば、叔父さんだってこれから向こうへ行くための資金の足しになる。

　すると、束の間の沈黙のあと、電話口で叔父が「アハハ」と朗らかに笑い始めた。私は驚いて何度も目を瞬しばたたかせる。

『売る気はないんだ。なにかあったときのために残しておきたいからな。いつか気が変わって日本に戻りたくなる可能性もあるし。貸すにしても見ず知らずの他人に貸すのはどうも苦手でな。その点お前なら安心だ。万が一戻るときは次の引越し先の面倒は見るからどうだ？　家賃ナシは魅力的だろ？』

「どうって……私には願ってもない話だよ。むしろ有り難すぎる」

　私が言うと、叔父が小さく笑みをこぼすのが聞こえてくる。

『そうか。ならよかった。俺は来月には出るから、それ以降ならいつ来てくれてもかまわないぞ。今度また、改めて部屋も見にくればいい』

「……ありがとう、叔父さん。でも、本当にいいの？」

『俺が管理をお願いしてるんだからいいに決まってるだろ。頼むな、千咲』

「ありがとう」と返すと、叔父は『遅いからまたな。おやすみ』と電話を切った。

　ソファーの背もたれに身体を預けながら、

「本当によかったのかな」

　とひとり呟く。

　父は『またあいつは……』と呆れそうだけど、以前から偶然にも会社の近くにある叔父のマンションを羨んでいた私には飛び上がりたくなるほど嬉しい知らせだった。

　今より広くて綺麗な物件になって通勤時間も十五分。それなのに家賃もいらなくなるなんて、幸せすぎる。

「どうしよう。引越ししたら太るかも」

　そんな不安を口にしながらも、心の底から湧き上がる喜びを隠すことができずに引き締めようとしてもつい口が綻ぶ。

　先ほどまであんなに身体が重かったのに。

　私はタオルと着替えを持って、軽い足取りでバスルームへと向かった。






「よしっ」

　ガムテープや梱包材でいっぱいになったゴミ袋を縛り終えた私は、額にじんわりと滲んだ汗を首から掛けていたタオルで軽く拭った。

　背後にあった大きなコの字型のソファーに腰掛けながら部屋を見渡し、長い息をつく。

　――叔父と電話で話してから、約一ヶ月が経った。

　あれから毎日少しずつアパートの荷物をまとめた私は、会社が休みである土曜日の今日、無事に引越しの日を迎えることができた。

　つい先日、叔父の言う通り部屋を見に来たときにも改めて驚かされたが、このリビングだけでも昨日まで私が住んでいたアパートの部屋がいくつか入りそうなほど広いのに、その他にも部屋がふたつもある。

　私ひとりでは持て余すほどの広さにいささか困惑しつつも、明後日からあの満員電車での通勤から解放されるのだと身に染みて思うと、嬉しさから晴れ晴れとした顔つきになった。

　いつもは朝からもみくちゃにされて乱れるので、この胸もとまである焦げ茶色の髪も後ろで軽く束ねるくらいだったけれど、今度からは気分を変えてアレンジしたりもできるかな。

　想像するだけで、さらに頬が緩む。

　家具ごと貸してくれた叔父のおかげで荷物もそれほど多く運び込まなくて済んだし、荷解きもあと少しで終わりそうだ。今日一気に終わらせて、明日はあちこち掃除できるといいな。

　私は考えを巡らせながら立ち上がり、両腕を上げて背筋を伸ばす。

　洗面所で手を洗ってからキッチンでミネラルウォーターを飲んでラストスパートへ向けて気合いを注入していると、ふいにお腹がくぅーっと情けない音を発した。

　パーカーのポケットから取り出したスマートフォンで、時刻を確認する。

　もう十五時か。そりゃお腹も空くわけだ。思えば朝も引っ越しで家の中になにもなくて、自販機で買ったコーンスープを飲んだだけだったし……。

　今しがた意気込んでいたはずが、自覚してしまえば途端に意識がそちらに向いてしまう。グラスをシンクに置いた私は、苦笑しながらパーカーの上に薄手のトレンチコートを羽織った。

　たしか近くにコンビニがあったはずだから、とりあえず遅めのお昼ご飯でも買いに行こう。そうしたら今度は終わるまでノンストップだ。

　ひとり頷きつつも、財布を手に玄関へと向かった。

「あ、カードキー」

　普段履きにしているローパンプスを履いてドアノブに手をかけた瞬間、私はカードキーを忘れたことに気がついて慌てて部屋へと戻った。

　叔父が、『このマンションはオートロック以外に玄関のドアも自動施錠されるタイプだから気をつけろよ。ぼーっとしていると締め出されるぞ』って言っていたのを思い出したのだ。

　危なかった。これからは、これも忘れないように気をつけないと。

　私はカードキーをコートのポケットに入れて外へ出た。

　マンションの内廊下は淡い黄色の照明に包まれていて、空調も心地の良い温度に保たれている。自分しか住んでいないのではと思えるほどの静けさに、私は今朝ここへ来たときにも、エントランスホールからできるだけ足音を忍ばせて歩いていた。

　外から完全に見えない仕様だから防犯面に関しても安心だ。

　エレベーターの方へ進もうと向き直る。すると、近くでガチャリと部屋のドアが開くような音がした。

　あ、お隣さんかな？

　そう思うが、このマンションは部屋と部屋の間は壁が出っ張っていて、住人の出入りが見えにくい仕様になっているらしく、その人物の姿は確認できなかった。

　挨拶したいのだけれど、もしかしてこういう高級マンションじゃ挨拶するのも迷惑だったりするのかな……。

　悩みながらも、私はコツ、コツ、と足音が進み出したのを耳にして、追いかけるように声を掛けた。

「あの、突然すみません。私、隣に引っ越してきた綾野あやのと申します。よろしくお願いします」

　そこにいたのは、すらっとした長身の男性だった。歩みを止めた男性が、私の声に反応して振り返る。艶やかな黒い髪が揺れ、顔が覗く。その姿を認めて、私は大きく目を見開いた。

　――えっ？

　驚きで心臓が高鳴る。

「……綾野？」

　男性の切れ長の大きな目が私を捉え、鋭く細められた。私は反射的に顔がみるみる強ばっていくのがわかる。

　いつもは軽くセットされた前髪が下りていて雰囲気こそ違うけれど間違いない。あの目に、筋がつんと通っている鼻。

　そこにいたのは、

「ぶ……ぶ、部長!?」

　私が勤める飲料事業会社ミツバホールディングス本社のコーポレートコミュニケーション部部長――九条くじょう鷹臣たかおみだった。

「ど、どうして部長がここに……？」

　すると部長は、私の部屋の隣にある【２２０２】のドアを指し、呆れた面持ちで言う。

「どうしてって見ればわかるだろう。ここが俺の家だからだ」

　部長が隣に!?　嘘。マンションなんていっぱいあるのに、こんな偶然って……。

　部長がこちらに近づいてくる。私の目の前で足を止めた部長は険しい表情でこちらを見下ろすと、私の顔を見て露骨にため息をついた。

「お前こそ、さっき引っ越してきたって言ったか？」

「は、はい……」

「……ひとりか？」

　質問の意味がわからない私は、「そうですけど……」と訝いぶかしげに眉を顰ひそめる。

　どうしてそんなことを聞くのだろう。

　不思議に思っていると、部長はさらに疑問をぶつけてきた。

「お前がひとりで住めるようなところじゃないだろ」

　その言葉に、私もようやく質問の意図を理解する。

「あ、この部屋は叔父の所有物なんです。その叔父が海外に移住することになったので、管理する名目もあって私がここに」

　部長は求めていた答えが得られたのか、放たれていた眼光はいささか穏やかになった。しかし、次の瞬間、先ほどまでと比べ物にならないほど大きなため息が静かな中廊下へと響いた。

　図らずも私は肩を揺らす。

「なんでもいいが、会社の連中には余計なことは言うなよ。部下が隣人になるなんて最悪だ」

　そう吐き捨てた部長は、私の返事も待たずにすたすたとエレベーターの方へと消えていった。

　私はその場に立ち尽くしたまま絶句する。部長を乗せたであろうエレベーターが動き出した音が聞き取れなくなった頃、ようやく身体が怒りで小刻みに震えた。

　なにもそこまで言わなくても。私だって、上司が隣人なんて嫌なんですけど！

　部長とエントランスホールで鉢合わせする可能性を考え、私は部屋に戻ろうと玄関のドアを引くが開かない。

　あ、勝手に閉まるんだった。

「～っ、もう……！」

　どこへもぶつけられない不満を漏らしつつ、私はポケットから取り出したカードキーをかざして中へと入った。

「まさか部長もここに住んでいたなんて。しかも、隣？」

　思いもよらぬ事態に、ドアを背に項垂れる。

『なんでもいいが、会社の連中には余計なことは言うなよ。部下が隣人になるなんて最悪だ』

　部長の言葉を思い返し、またしてもふつふつと怒りが湧いてきた。

　先ほど私に憎まれ口をきいてきた部長――九条鷹臣。

　クールな顔は見事に整っていて、適度に鍛えられた身体には余分なものが一切ついていない。一八五センチ近くある高身長。国内の有名大学を卒業している高学歴の持ち主で、おまけに三十三歳にして大手企業の部長を勤めるエリートだ。

　見事に高収入という条件まで満たしている肩書きだけ見れば、完璧な男性かもしれない。ただ、自分にも他人にもとにかく厳しいのが少し難点で、怒ったときの迫力は凄まじいものだった。

　なんというか、反抗する気さえ湧かないんだよね……。

　今日まで幾度も目にしたその姿を反芻はんすうし、思わず身震いする。

　だからこそ仕事ができるのも事実で、やり手である部長に憧れる人も多い。だが、いつも隙がなく、穏やかな表情のかけらも覗かせたことがない部長は、私にとってプライベートでまで関わりたい存在ではない。間違っても、隣人などという距離で付き合っていくなんて勘弁してほしい相手だった。

　さっきみたいに思ったことだってなんでも口にするし。それに気のせいかもしれないが、部長は部署内に人がいる中で、とくに私に情け無用な気がしていた。

　まだ私の入社年数が浅かった頃から他の人と比べて与えられる仕事量は多く、書類に不備があったり、なにかミスをしたりすれば、そのたびに誰よりも強く怒られた。

　もしかして私に期待してくれているのかな……などと考えたときもあったけれど、ひとりでふたり分以上の仕事をこなす部長だ。私の期待は、一瞬で風に吹かれて消えた。期待どころか、もしかすると見ていてイライラするとか？　もしくは指摘しやすいのかもしれない。

　これからの生活を想像すればするほど憂鬱になる。

　人生、そういいことばかり続くわけがないか。楽ありゃ苦も……とは言ったものだけれど、楽が大きいと苦も比例するのね。それにしてもこれはあまりに予想外の出来事だった。

　これだけのマンションだから生活音が漏れるなんて事態は起こらないだろうが、部長が隣人である以上、仕事以外にも頻繁に顔を合わせる可能性があるのだ。

　先ほどのように、買い物など出かけるときにバッタリ……ということもあるだろう。叔父さんからマンション各階に二十四時間三六五日出せるゴミ捨て場があると聞いていたが、スッピンで行くのは控えよう。

　またしてもため息が漏れそうになり、私は慌てて飲み込んだ。

　部長がお隣さんなんて上手くやっていけるかな……。でも、お互いプライベートはプライベートだし、できるだけ会わないようにしていればいいよね。

「それより、お昼食べ損ねた……」

　きゅるる、と音を鳴らすお腹を見つめ、私は大きく肩を落とした。






「へぇ～。いいマンション。こんなところにタダで住めるなんて、叔父さんに感謝だな」

　――叔父から譲り受けたマンションへ引っ越してきた次の日。日曜日で仕事が休みだった達真が部屋にやって来た。

　こうして会うのは二週間ぶりかな。

　エントランスホールに入るなり息を弾ませていた達真は、今もソファーに座り、興奮冷めやらぬ様子で辺りを見渡している。

　その姿に笑みをこぼしながらコーヒーを淹れていると、それに気づいた達真が「千咲。今日は俺のミルク入れといて」と告げた。

　私は反射的に手もとから顔を上げるけれど、達真の視線はすでに部屋の方へと戻っていた。

　ミルク？　出会ってからずっとブラックだったのに。

　胸の中に薄く靄もやが広がる。

　大丈夫。ただ今日は気分が違うだけ。こんなことで疑うなんてさすがに良くない。

　そう自分に言い聞かせながら、無理に笑顔を作る私はカップをふたつ手に達真のもとへ向かった。

「本当に。広すぎて落ち着かないくらいでしょ」

　カップをテーブルに置いて私も隣に腰掛けると、達真はすぐに「サンキュ」とコーヒーを口にする。

　気のせいであればいい。私の勘違いであれば――。

　思考のループから抜け出せないでいた私は、達真のスマートフォンの着信を知らせる振動音で我に返った。

　静寂の中、スマートフォンは彼のズボンのポケットの中で震え続けていた。一向に電話を取ろうとしない達真に問い掛ける。

「出ないの？」

「んっ？　あぁ、あとでいいよ。話すと長くなるやつだから」

　やつって、画面を見てもいないのに？

　それでも達真には、誰からの電話かわかっているのだ。私の胸にズキッと痛みが走る。

「大事な用かもしれないじゃない」

「またかけ直すから大丈夫」

　これ以上問う気にはなれず、私は「……そう」と呟いた。

　大学生時代、達真は明るくイケメンで、いつもたくさんの人に囲まれ、皆の輪の中心にいるような存在だった。私は良くも悪くも平凡で、達真と同じ授業を受けることはあっても特別接点はなく、在学中はほとんど会話した記憶がなかった。

　それが、大学の卒業式の日。

　謝恩会で突然達真に『俺、藪内やぶうち達真っていうんだけど、実は前からずっと綾野のこと気になってたんだ。よかったら連絡先交換してくれないかな』と言われ、ひどく驚いたのを今でも鮮明に覚えている。

　この大学中に、キラキラと輝く達真に憧れていた子がどれだけいただろう。謝恩会でも、額を出すようにセットされた短めの茶髪に、スーツを着こなす達真に多くの子が視線を送っていた。

　かくいう私も、その中のひとりだった。それなのに、そんな彼が自分に興味を持ってくれていたと知ったときは、あまりの衝撃に家に帰ってもそのあと達真とどんな会話をしたのか記憶になかった。

　しかし、その日から毎日のように達真からメッセージが来るようになり、気づくと、いつしか自然と交際が始まっていた。

「達真。明日祝日だから休みだけど、泊まっていくの？」

　私たちが会うのはほとんど週末で、金曜や土曜に達真がうちに来て、泊まっていくことが多かった。

「あー、今日はいいや。俺、明日休日出勤だから」

　達真は具合が悪そうに目を伏せる。そして、彼の瞬まばたきのテンポがいつもより速くなった。私の心臓の鼓動が、どきりと大きくなる。

「そうなんだ。相変わらず忙しいんだね。体調には気をつけなよ」

　言い終えた私は、うるさいほどの鼓動に聞こえないフリをしてコーヒーをひと口飲んだ。

　長い付き合いの中で、いつの間にか熟知していく互いの癖や行動。そのせいでいつからか、些細な仕草の変化で達真が嘘をついているのがわかるようになってしまった。

　達真の目が今も落ち着かず何度も瞬くのを見て、心がゆっくりと深く沈んでいく。

　きっと、またどこか、女の人のところへ行くのだろう。

　付き合ってからのこの五年間、達真が浮気をした回数は数え切れなかった。

　発覚するといつも『本当にごめん！』と必死に謝罪してくる達真だったが、しばらくするとまた浮気をする。

　私は度重なる裏切りに耐えきれず、『だったらどうして浮気ばっかりするの？　それならいっそ別れた方が――』と告げたこともあった。

　しかし、そうすると彼は『嫌だ。俺には千咲がいなきゃダメなんだ。頼むから別れるなんて言うなよ。もう絶対にしないから』と決まって懇願するのだ。

　じゃあ、どうして違う女の人に会うの？

　幾度となくそう思った。こんな思いをするくらいなら別れた方が幸せになれると何度も迷った。それでも、結局最後にはいつも許してしまうのだ。

　達真と離れたくない。どれだけ浮気をしても、達真が戻ってくるのは私のところだけだ。だから大丈夫。彼にとって、私だけは特別だ。

　呪文のようにそう自分に言い聞かせ、なんとか心を保ってきた。

　自分でも馬鹿だとわかっている。現にそれからも達真から女性ものの香水の匂いがしたり、先ほどのように私の前で電話に出ようとしなかったり、浮気をしている確証はいくらでもあった。

　しかし、問い詰めて同じことを繰り返している内に、いつからか私は勘づいても知らないフリをするようになった。

　問いただすのに疲れたせいもあるが、この方が自分自身も楽なのだ。聞いてしまえば、毎度知りたくない事実まで知ってしまう。どうせ私は達真と別れられない。それなら自分の心を守りたかった。

「千咲」

　その声に私が顔を向けると、達真がごろんともたれかかってくる。

「お前といると落ち着く」

　目を閉じて呟く達真に、私は胸がぎゅっと締め付けられた。

　どうして達真じゃないとダメなのだろう。せめてバレないようにしてくれれば、私だってもっと心穏やかにいられるのに。

　私も彼の頭に頬を寄せる。どれだけ思い悩んでも、最後にはこの温もりに安堵してしまう自分が憎らしかった。






「また仕事が落ち着いたら連絡するな」

　家で作った夕飯を一緒に食べたあと、玄関を出て達真を見送る。

　このあと、あの電話の女性に会うのかな。

　ふとそんな疑問が頭を過り、私は侘わびしげに達真を見上げた。

「千咲？　どうしかしたのか」

　優しく目尻を垂らした達真に問われ、私は必死に笑みを浮かべながらかぶりを振る。

「ううん。なんでもない。下まで送るね」

　達真は私の手を取り、歩き出した。

　昔から、よく気がつくんだよね……。そういうところも変わらない。

　それが余計に私を切なくさせた。

　行かないでとすがりついたこともない。煩わしい存在になれば、この体温すら感じられなくなるかもしれないからだ。

　私は繋がれた手から辿るように彼の横顔を見つめた。

　この苦痛に慣れる瞬間なんてこない。そうわかっていても、いつか結婚でもすればきっと更正して私だけに愛を囁いてくれる日がくる。そう思うことで、私はなんとか奮い立っていた。

　エントランスホールから出て達真の背中をしばらく眺めていると、視線の先にこちらに近づいてくる部長の姿を捉えた。

　部長……。ちょうど帰ってきたのかな。

　すれ違う達真に一瞬視線をやった部長は、私の前で足を止める。

「お、お疲れ様です」

「お疲れ」

　無表情で言う部長は、こちらを凝視したまま動かない。

　あれ？　入らないのかな。

　ホールの玄関口で突っ立つ私は、戸惑いながらも部長から目を逸らせずに硬直する。無言の空気に耐えきれずなにか言葉を発しようとするが、先に部長が口を開いた。

「なんでそんな顔してるんだ」

　不愉快そうに言われ、私の口からは思わず「えっ？」と間抜けな声が漏れる。

　突然、なんでそんな顔してるんだって、いったいどういうこと？

「今の恋人だろ」

「そ、そうですけど……」

　私は狼狽える。すると、部長は、ふんと馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「恋人と会っていたとは思えない顔だな」

「そんなこと――」

　反論しようとしたが、先ほど感じた嫌な予感が脳内を掠め、言葉は尻切れになる。私は唇を結んで俯くと、数歩分の足音とオートロックを解除する音が聞こえてきた。

　私はおもむろに顔を上げる。ホールの中へ入ろうとしていた部長が、私の視線に気づいて顔だけ振り返ってこちらを向いた。ふと視線がぶつかり、ドキッとする。

「不幸な顔してると、奪うぞ」

　顔色ひとつ変えず告げた部長は、そのまま私を置いて足早にホールの奥へと進んでいった。

「あ、ちょっと――」

　私の呼び止める声も虚しく、自動ドアが部長の後ろ影を隠すように閉じた。

「なに。今の……」

　私は驚きのあまり息を呑む。

　奪う？　……なにを？　不幸な顔してるとって言っていたけれど、まさか私じゃないよね……。

　これはいったいどういう類の洒落なのだろう。いや、冗談にしたってタチが悪い。

　そもそも、部長が冗談を言っているところなんて一度も見た覚えがなかった。

　もしかしてからかわれた？　……そういえば部長は、今付き合っている人とかいるのかな。

　同期の中でも異例のスピードで出世し、三十三歳にして我らがＣＣ部の部長を務めている九条部長は社内でもやり手な切れ者としてちょっとした有名人だ。あの端整なルックスだから、女子社員に人気もある。

　しかし、部署内では鋭い目付きや怒ったときの迫力から鬼部長なんて恐れられていて、部長に恋愛の話を持ちかける猛者もさなどＣＣ部には存在していなかった。

　そんなことを聞いたら、たとえ休憩時間中でも『聞いてどうする。俺の恋愛がお前になにか影響するのか？　そんなくだらないことしか質問がないなら、今後の仕事には期待できそうだな』と怒りで周囲を凍らせる部長が簡単に想像できる。

　恋人がいるという噂など耳にしたことはないが、あれだけモテるのなら恋人がいたって不思議ではない。普段の厳格さを見ていても、部長は浮気なんてしなさそうだ。勝手なイメージだが、そういうこと自体軽蔑していそうな気がする。

　ひとり思考を巡らせ、はっとする。

　まぁ、私とは関係ないのだけれど。

　心の中で呟きながら、私も部屋に戻った。

















第二章　傷が痛む夜












　私は資料とパソコンのディスプレイを往復していた視線を、ふと腕時計に移した。

　もう十七時半を過ぎている。あと三十分で終業時間だ。このペースでいけば今日はなんとか定時で帰れそう。

　このあとの予定を何日も前から楽しみにしていた私は、油断するとつい口もとが緩んでしまいそうになるのを必死で堪える。

　――あのマンションに引っ越してから、今日で十日ほどが経った。

　睡眠時間も十分に取れるようになったおかげで精神的にも体力的にも余裕ができたし、徒歩通勤が可能になった私は、念願だったささやかな髪のアレンジも楽しめるようになった。

　朝から丁寧にカールした髪を後ろへ流し、以前より血色が良くなった頬をぺちぺちと叩く。

　終わったらすぐに達真に連絡しなきゃ。もうひと踏ん張り、頑張ろうっと。

　気合いを入れ直し、ラストスパートをかけようと私が再び資料に視線を落としたそのときだった。

「山崎やまざき！　ちょっと来い！」

　部長の尖り声がオフィス内に響いた。すぐに「はい！」と慌てた様子で立ち上がった隣の席の山崎さんが、緩くウェーブのかかったボブヘアーの髪を振り乱しながら部長のデスクへ向かう。

「今朝お前が出した連続タイアップ企画のマスコミに配る予定の資料、これ、ちゃんと自分で確認したのか？　誤字脱字も多いし、まとめ方も無茶苦茶。なにより大事な会見の日付が間違ってる！　遅れに遅れてギリギリに提出したと思ったら、お前は皆が何ヶ月もやってきた企画を台無しにする気か」

　険しい面持ちで資料を突き返す部長に、山崎さんが「すみません……！」と高い声を震わせていた。

　私の後輩――入社三年目の山崎さんはふんわりとした雰囲気が可愛い癒し系美女で、部署内のアイドル的存在だった。

　以前から彼女に好意を抱いている男性社員も多く、私も仕事の休憩時間や終業後に、様々な男性社員が日替わりで山崎さんを食事に誘っている姿をよく目にしていた。

　そんな山崎さんが怒られているとあって、オフィス内の男性たちが心なしかソワソワしているように感じる。

　いくら仕事だとしても、万が一部長が山崎さんを泣かすようなことになったら大変だ。男性社員のほとんどが、業務どころではなくなってしまうかもしれない。

　実際、同性の私から見ても山崎さんは可愛い。少しおっちょこちょいで、仕事に関してはミスも多い方だと思う。しかし、山崎さんは手を抜いているわけではなく、いつもひとつひとつの仕事に真剣に取り組んでいた。一生懸命なのだ。彼女の入社から同じ部署で働いている私もずっとその姿を見てきた中のひとりで、だからこそつい応援したくなる。

　その上でオシャレも頑張っていていつもキラキラとしている山崎さんを、私も同じ女性として尊敬していた。

「もう時間がない。今日中に修正しろ。どれくらいかかる？」

「……二時間くらいでできるかと思います」

　山崎さんの言葉に部長は小さく息をついて立ち上がると、自身のバッグを手に取る。

「俺は少し出るから、完成したら俺のデスクの上に置いておけ。終わったら帰っていい」

　そう告げて、部長は早い歩調でオフィスから出ていった。

　ぱたぱたと駆け足で戻ってきた山崎さんは、座るなり真剣な面持ちで資料に目を通し始める。私はそんな彼女に恐る恐る声を掛けた。

「山崎さん。それは私がやっておくから、帰っていいよ」

「えっ？」

　手を止めた山崎さんが、勢いよくこちらに振り向く。もともと大きな目はさらに見開かれていて、私は思わず唇を綻ばせた。

「親御さんがこっちに来るんでしょ？　せっかく遠方から来てくれるんだから、早く帰ってあげて」

　今日のお昼休憩、私は山崎さんと一緒に社員食堂でランチをしたときに、今日の夕方、長崎の実家から彼女のご両親が訪ねてくることを偶然聞いていたのだ。

『なかなか帰れなくて、会うのは一年ぶりなんです。仕事が終わったら空港まで迎えに行って、明日は有給を取ったので東京案内を……』と少し気恥ずかしそうに微笑んでいた山崎さんの顔を思い返す。

「でも……」

　眉をハの字にして戸惑う山崎さんの手から、資料を取り上げた。

「大丈夫。この企画なら私も参加しているから内容もわかるし、今日は特に予定もないの。部長にも私から言っておくから。ねっ？」

　私が言うと、山崎さんは「綾野さん……」と涙目になって口を結ぶ。

　本当に可愛らしい。

「ほら、早く帰る準備して。また明後日、どうなったか報告するね」

「あ、綾野さん！　すみませんでした。本当にありがとうございます！」

　荷物を抱え、何度もこちらにお辞儀をしながらオフィスを出ていく山崎さんを、私は困ったように笑いながら見送った。

　私は彼女の後ろ影が見えなくなると、ふっと息をつく。自分がやっていた仕事をキリの良いところで中断させて、山崎さんから取り上げた資料の修正へと取り掛かった。

　視界の隅に映った腕時計の時刻は、気づくと十八時を少し回っていた。

　達真にはさっき、【ごめん。急に残業になっちゃった。遅くなると思うから今日は行けないと思う。本当にごめんね。また今度、埋め合わせする】とメッセージを送っておいた。すぐに既読にはならなかったから、返事が来ているかどうかは見られていない。

　――四月十九日。今日は私の誕生日だ。

　そのことを覚えてくれているのかはわからないが、先週、週末ではないのに珍しく達真が『千咲の会社の近くにいい店があったんだ。来週の水曜日なら早く終われそうだから行かないか？』と食事に誘ってくれた。

　外に食事に行くなんて久しぶりなこともあってとても楽しみにしていたけれど、私と達真は会おうと思えばすぐ会える距離にいる。

　一年ぶりだというご両親の上京を楽しみにしていた山崎さんの気持ちももちろんだけれど、長い道のりを娘に会うためにやって来たご両親のことを思えば、どうしてもその時間を大切にしてあげたかった。

「よしっ。やろう」

　誰にも聞こえない声で呟く。気持ちを切り替え、私はひとり大きく頷いた。






「山崎はどうした」

　出ていってから三時間を過ぎた頃に戻ってきた部長は、オフィス内にひとり残った私を見るなり顔をしかめた。

「山崎には外せない用があったので、代わりに私が。修正は終わりましたので、ご確認をお願いします」

　部長は一瞬なにか言いたげに口を開くけれど、なにも言わずに椅子に腰掛ける。そして、早速デスクの上にあった資料を手に取り、視線を走らせた。

　静まり返ったオフィス内では空調の音すら耳に届く。待っている間、私は部長の後ろの壁にある社員のスケジュールボードに一瞥をくれた。今朝確認したとき、部長の予定は十八時半から会食になっていた。

　恐らく直帰だったはずなのに、この件があったから戻ってきたのだろう。そう思うと、いささか申し訳ない気持ちになる。

　部長は周りにも厳しいけれど、自分が指示したことには必ず最後まで付き合ってくれるんだよね。上司としては、やはり信頼できる人だな。

「どうして待っていた。終わったら置いて帰れと言ったのは聞こえていただろ」

　突然声を掛けられ、私は小さく肩を震わせた。見ると部長の目は依然資料に向けられたままだったが、私の答えが返ってこないのを不思議に思ったのか、部長はちらりと視線だけをこちらに向ける。

　ふいに注がれた眼差しに、思いがけずドキッとした。

「は、はい。でもこれ、急ぎのものなんですよね？　だったらもし不備があったら、今度は部長が修正しなくちゃいけないと思ったので」

　一瞬目を見開いた部長は、数回瞬きをしてから、「……そうか」と再び資料へと視線を戻した。

「会食が長引いていたらどうするつもりだったんだ」

　それでも質問は続くらしい。

「あっ……そうですよね。その可能性を考えるのを忘れていました。でも、部長がどれだけ遅くなってもこのために戻ってくるなら、待っていたと思います。これは私が引き受けた仕事なので」

　私が言うと、部長は資料をデスクの上に置いた。

「馬鹿なやつだな」

　部長はため息混じりに呟く。私が「えっ？」と聞き返すと、部長は片方の眉を吊り上げつつ私から顔を背けた。

「なんでもない。これも問題はないな。あとは俺が明日の朝イチで処理しておくから、今日はもう帰るぞ」

　部長が資料をデスクの引き出しに仕舞っているのを見て、ほっと胸を撫で下ろす。

「よかった……」

「お前歩きだろ。ついでだから乗っていけ」

　帰り支度をする部長が言う。安堵感から一転、私の脳内は今晩果たせなかった約束でいっぱいになっていた。

「ありがとうございます。ですが私、少し寄りたいところがあるので歩いて帰ります。お疲れ様です」

「そうか。気をつけてな」

　部長にお辞儀をして、デスクの上のトートバッグを手に取った。






　私はオフィスビルを出て、足並み早く進む。オフィス街の中を抜けたところで、バッグからスマートフォンを取り出した。

　部長を待っている間に、達真からの返事は見た。【わかった。じゃあ俺も今日は早く帰ってゆっくりするわ】とメッセージが送られてきていた。

　もう二十一時前だけど、まだ起きてるよね。電話してみようかな。もしかすると、連絡を待っていてくれているかもしれないし。

　五年以上前、達真と付き合ってから初めての私の誕生日。今日のように平日なこともあり、私たちは週末に会う約束をしていた。しかし、誕生日の当日、仕事が終わって私がビルの外に出ると、達真がサプライズで迎えに来てくれていたのだ。

　残業で二時間以上帰りが遅くなったというのに、達真はずっと待ってくれていた。

『やっぱり誕生日は今日だから、ちゃんと直接おめでとうって言いたくて。誕生日おめでとう、千咲』

　そう言って、歯を見せてはにかむ達真の姿を思い出す。当時の懐かしい記憶に、思わず口角が緩やかに上がった。

　最近は嫌な部分ばかりに心を覆われてしまいそうだったが、本来達真は優しいのだ。だからこそ彼には人が集まってくるし、愛されている。私も達真のそんなところが好きだった。

　スマートフォンで、発信履歴から見つけた達真の名前を押そうとしたそのときだった。

　ふと道路を挟んで反対側の歩道に一瞥をくれた私は、店から出てきたカップルの姿を認めて瞠目どうもくする。

「……た……つま……？」

　そこには、店の前で私の知らない女性と親しげに頬を寄せ合いながら話している達真がいた。

『千咲の会社の近くにいい店があったんだ。来週の水曜日なら早く終われそうだから行かないか？』

　会社の近く……。あぁ、私がドタキャンしたから、違う女性に連絡したんだ。

　身体が突然鉛のように重くなった感覚があった。

　お店も予約していたのかもしれないし、だとしたら急に行けないなんて言われても困るよね。今回は私が悪い。

　必死で自分の心に言い訳をしようとする。しかし、

　――私と行こうとしていたお店で、別の女性と食事したの？

　もうごまかしきれなかった。

　今日は私の誕生日だった。以前のように、仕事が終わるまで会社の前で待っていて欲しかったなんて言わない。祝ってくれなくたって別によかった。それでもせめて、今日だけは違う女性と寄り添って欲しくなかった。

　今日は私が悪いけど、いつもは？

　長年押さえつけていた感情たちが、徐々に漏れ出してきた。

　私、そんなに浮気ばっかりされるようなことしたかな。達真の頭の中に、私はどれくらいいるのだろう。

　溜まっていた気持ちが堰を切る。気がつくと、私の足は自然と達真たちの方へ向かっていた。

「達真」

　私は、手を繋ぎ、仲良さそうに肩を並べて歩く背中に声を掛けた。

「っ、千咲……？」

　振り返った達真は、私を見て心底驚いたように顔を強張らせる。

「……ちょっと、たっくん。誰？」

　隣にいた女性は、達真にしなだれかかるようにしながら、横目でこちらを見つめていた。

「ねぇ、たっくん。この人誰よ」

　黙って私の方を眺め続けている達真に、痺れを切らした女性が再び問い掛ける。

　どうして答えないの？

　そんな苛立ちを呑み込み、私は達真から視線を逸らさずに口を開く。

「……私は、達真の彼女です」

「えっ!?　なにそれ。彼女がいるなんて聞いてないんだけど」

「悪い。千咲と話したいから、今日は帰って」

　すごい剣幕で怒り出した女性を見ないまま、達真が言った。

　その瞬間、バチン、と痛々しい音が響く。

「最っ低！　もういい。帰るから！　その代わり二度と連絡してこないで」

　叩きつけるような口調で吐き捨てた女性は、ブーツのヒールをこれでもかと地面に打ち鳴らしながら去っていった。

　その音が聞こえなくなった頃、達真が赤くなった頬を親指でぐっと擦る。

「……千咲。どうしてここに？」

　達真は無表情でこちらに近づいた。

「今帰りだったの。偶然見かけて――」

　言いかけて口を噤んだ私に、達真が「千咲？」と小首を傾げる。

　ずっと気になっていたことじゃない。見過ごせなくなって声を掛けたのに、今からする質問ですべてが決まるのだと思うと今さらながら不安に気圧けおされて躊躇ためらってしまった。

　私は両方の手のひらを強く握り締める。

　それでもどうしても聞かなければならない。たとえそれがどんな答えでも、溢れ出した気持ちを再び抑えるのはもう難しいのだから。

　私は小さく深呼吸をした。

「ねぇ達真。私との将来について考えたことある？」

「将……来？」

「今すぐじゃなくて、いつかでも。私と結婚したいと思ってた？」

「どうしたんだよ。急に」

　予想外の問い掛けだったのだろう。達真は狼狽しながら言葉に詰まる。その反応に、私はひどくやるせない心持ちになった。

「……急にじゃないよ」

　私は消え入りそうな声で呟いた。

「ずっと不安だった。何度も浮気されて、その度に『俺には千咲が居なきゃダメなんだ』って。じゃあ、どうして私だけを見てくれないの？　平気で……他の女の人に触れられるの？」

　強い感情に動かされ、もう自分でも止められなかった。次々に胸の奥底から言葉がせりあがってくる。

「浮気だって、最近は気づいても知らないフリしていただけ。もう問い詰めて、自分が傷つきたくなかったから」

　唇が震えた。酸欠になりそうで、私は大きく息を吸い込む。

「達真にとって私はなんなの？　本当に特別？」

　私が一番知りたくて、一番知りたくなかった達真の本当の想い。口に出せばいよいよ答えを突きつけられる。だからこそずっと怖くて聞けなかった。好きだと言われればどんな状況でも疑わなかったし、今日まで信じてきた。

　だけれど、目を逸らすのは終わりにしたい。

「なにか言ってよ」

　話し出す様子のない達真に、動悸が高まる。

　今までのように、『俺には千咲がいなきゃダメなんだ』って言わないんだね。

　どっと悲しみに襲われ、全身が冷たくなっていくのを感じた。私は顔をゆがめる。すると、固まっていた達真がおもむろに口を開いた。

「結婚とかよくわからないし、正直考えたこともない」

　胸が潰れるような思いがした。

　……私は特別でもなんでもなかったんだね。

　呼吸が苦しい。

「別れよう。達真」

「……千咲」

　達真は当惑した顔つきを浮かべたあと、物悲しげに目を伏せて唇を噛み締める。

　もう、嘘でも言わないんだ。

　何年も続いたふたりの幕切れが目に見えて、悔しさと寂しさから鼻の芯が熱くなった。今にもこぼれ落ちそうな涙をなんとか呑み込もうと必死に堪える。

　絶対に泣かない。泣きたくない。達真の前でだけは、泣くものか。

　しかし、無情にもみるみる視界が滲んでいく。

　悔しい……。

　せめてもと足掻き、情けない顔を隠そうと私が夜空を仰いだそのときだった。

　突如私は力強いなにかに肩を掴まれ、引き寄せられる。その感覚と同時に、

「二度とこいつの前に現れるな」

　凄むような声が降ってきた。

　この声……。

「行くぞ」

　そう告げた人物は、私が驚く間もなく私の手を引いて歩き出す。見上げると、そこには厳しい表情を浮かべた九条部長の姿があった。
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　聞き覚えのある声にまさかとは思ったけれど、本当に部長だったんだ。

　どうして部長がここに？　どうして私を助けてくれたんですか？　聞きたいことはたくさんあったが、今はどうでもよかった。

　よくわからないけれど、部長は私の中にわずかに残っていた最後のプライドを守ってくれた。それだけで十分すぎるほど有難かった。

　様々な感情が脳内を駆け巡っている。脳が壊れたように、うまく思考が回らなかった。

「乗れ」

　近くの道沿いに車を停車していた部長は、助手席のドアを開けてくれた。私が乗り込んだのを確認すると、ドアが閉められる。

　私がシートベルトをしたのを確かめた部長は、車を発進させた。軽快なエンジン音が鳴り響き、すぐに左右の景色が流れていく。

「部長。すみませんでした。ありがとうございます」

　私は窓の外を眺めたまま呟いた。それだけ告げるので精いっぱいで、これ以上話せば涙が溢れてしまいそうだった。

　こんなところまで見られて、これ以上困らせちゃダメだ。幸い家は近い。もう少し、大丈夫だ。

　私は身体を震わせて耐え忍ぶ。しかし、

「無理するな。かまわないから」

　部長が突然言った。

　部長の淡々としているのにどこかいつもより柔らかい口調に、涙が急激に視界をゆがめていく。私が堪えきれずに俯くと、それはぽろぽろと止めどなく私のスーツのスカートを濡らした。

「すみません。すぐに止めます」

　手の甲で涙を無理やり拭い、止めようとするが、それはいったんこぼれ始めると歯止めが効かなくなった。

「すみません。今――」

　私の意思とは反対に、勢いを増す感情に言葉が詰まった。

「止めなくていい。ここには俺しかいないから、泣きたいだけ泣け」

　部長はそう言うと、片手でポケットから取り出したハンカチを私に差し出した。私はそれを受け取り、握り締める。

　どうして今、優しくなるの？

　私はハンカチを強く目もとに押し当てた。隙を与えれば、一瞬で先ほどの達真の姿が頭の中を埋め尽くす。

　私だって、別に〝結婚〟がしたかったわけじゃない。達真が将来私と一緒にいたいと言ってくれたらそれだけで、形なんてどうでもよかった。お前が一番で特別だ。ただひと言、そう言って欲しいだけだったのに。

　――終わってしまった。

　思い出に胸をかき毟むしられ、私は気持ちが溢れるままに泣いた。






　気づくと車はマンションの駐車場に停まっていて、部長はなにも言わずに私が泣き止むのを待ってくれていた。

「今日は本当にすみませんでした。そして、ありがとうございます……」

　エレベーターを降りて、私は部長の部屋の前で深々と頭を下げる。目が痛い。すでに目が腫れているのか、視界がいつもより狭い気がした。ひとしきり泣いたはずなのに、油断するとすぐにまた鼻の奥がツンと痛くなり、涙が湧き出てくる。

　これ以上部長に迷惑をかけるわけにはいかない。

　私は再び一礼すると、足早にその先にある自分の部屋に向かい歩き出す。しかし、突然背後から腕を引かれ、重心を後ろへ戻された。

「どこへ行く」

「えっ？」

　見上げると、部長は眉根を寄せてこちらを見下ろしていた。

「このまま帰せるわけないだろ」

　心臓が警鐘のようにドキンとする。

「ぶ、部長？」

「来い。話でもなんでも聞いてやる」

　そう告げた部長は、胸ポケットから出したカードキーで自宅の鍵を開けた。私はとっさに、離れていく部長のジャケットの裾を掴む。

　部長の肩が驚いたように小さく跳ねた。

「なにも考えたくないんです。今だけでいいので、忘れさせてくれませんか？」

　思いがけず呟いたあと、部長のため息のような声が耳に届いて、私ははっと我に返る。

「す、すみません！　私、今、どうかしていて――」

　私は慌てて部長のジャケットから手を離した。

　いくら部長が親切にしてくれているからってなんてことを。

　激しく動揺した。

　いつも厳しい部長の思いやりに触れて、つい寄りすがりそうになった。一時の感情で投げやりになる最低な女だと呆れられたに違いない。部長にも失礼だったよね。

　私は情けなくて、奥歯をぐっと噛み締めた。

　これ以上みじめになりたくない。

「私、頭を冷やしたいので帰ります。この手、離してください」

　私が弱々しく言う。すると、部長が身体をこちらに向けた。

「ひとりでつらくて堪らないときに誰かの体温を求めるのは悪いことじゃない」

　部長は私から視線を逸らさずに告げる。その眼差しからも、大丈夫。間違っていない。と言われているような気がして、張り詰めていた心がみるみる緩んでいく。

　だから、どうしてこんなときに、部長がなにもかも包み込んでくれるの？

「俺が慰めてやる」

　言い終えると同時に、部長は私を部屋の中に引き入れた。

　驚きの声を上げる私は、次の瞬間、突然唇に訪れた温かな感触に全身を硬直させる。

　――これって……。

　その正体に気づいた私は、反射的に部長の胸もとを押し返した。しかし、部長はそんな私の手を取り、壁に押し付ける。

　私、部長にキスされてる？

　信じがたい出来事に心臓が止まりそうになった。だが、部長は考える隙など与えてくれず、何度も角度を変えてキスを深くしていく。

「ぶ、ちょお……」

　壁に背をつけていた私は、息を弾ませながらなんとか呼んだ。すると、ゆっくり唇が離れ、電気も点いていない薄暗い玄関に部長の姿がぼんやりと浮かび上がった。

　垂れた前髪の隙間から覗く妖艶な瞳に捉えられる。部長の両手は、私を囲うように私の頭の両脇まで伸びていた。

「家に帰ってひとりあいつのために泣くくらいなら、俺のことでも考えておけ」

　言い終えた部長は、再び私の唇にキスを降らせる。優しく抱き締められ、冷たい心に熱が染み渡っていくのを感じた。ダメだとわかっているのに、凍えるのが怖くて、私は恐る恐る部長の首もとにしがみつく。

　あとで余計に虚しくなるだけなのに。そう思うのに、

『ひとりでつらくて堪らないときに誰かの体温を求めるのは悪いことじゃない』

　先ほどの部長の言葉を思い返して、思うがままにすがった。たとえ今だけでも、なにもかも忘れてしまいたかった。

「綾野」

　耳もとで囁かれ、ぞくぞくっと背骨に電流が走る。太ももを撫でる部長の手に、思わず「んっ……」と甘い声が漏れた。

　頬が一気に熱くなる。俯こうとするが、部長の手が私の顎に触れ、強引に上を向かせられる。

「逃げるな。俺だけを見てろ」

　そう告げた部長は、ちゅっとわざと音を立てて私にキスすると、舌先で私の唇をこじ開けてくる。腔内に侵入して上顎を撫でるように舐められ、私は足に力が入らなくなってきた。
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　壁にもたれていた私の背中がずるりと落ちていく。唇を重ねたまま、部長に抱き上げられた。私を抱えた彼の足はリビングへと進み、さらにその奥にあったドアを勢いよく開けて中へと入る。

　ベッドに下ろされ、ここが寝室なのだとわかった。

　ギシッとスプリングが軋む音に、胸が早鐘を打った。

　本当に私……このまま部長としていいのかな。部下とこんな勢いで一夜を共にして、部長だって後悔するかもしれない。なにより仕事に影響したら？






　思考は巡るが、自分のことなのに、不思議と他人事のように感じられる。それでも油断すると心に空いた大きな穴が私を覆い尽くそうとしている感覚に、身体が小刻みに震えた。

「綾野」

　名前を呼ばれ、顔を上げる。私の上に跨る部長はジャケットを脱ぎ捨て、片手で乱暴にネクタイを緩めていた。その瞳は、私を見据えて熱っぽく揺れている。

「なにも考えるな。俺だけ見てろって言っただろ」

　心がボロボロなせいか、優しく名前を呼ばれるだけで泣きそうになった。私に覆い被さる部長が、キスをしながら私の服を脱がしていく。ふわりと爽やかな男性らしい香りに鼻腔をくすぐられ、私の鼓動は痛いほどに跳ねた。

　締めつけから解放された感覚があり、いつの間にか胸の膨らみがあらわにされていた。

　その胸もとに、部長が唇を寄せる。

「ふっ……」

　一瞬の刺激に私が身を捩ると、部長は片方の膨らみの外側を撫でた。身体の芯が甘美に疼く。

「やぁっ……恥ずかしい」

　いたたまれなくなり、私は腕で胸もとを隠した。しかし、その腕は部長によってすぐに解かれる。目眩がするほど艶のある目に貫かれると、腰の辺りがジンとした。

「いい子だ。そのまま感じていろ」

　そう告げた部長は、再び私の胸もとに顔を埋める。

「あっ……んっ」

　乳暈をゆっくりと一周舐め上げられ、胸の頂を口に含まれる。先端を舐め転がされて、生あたたかい舌の感触に私の身体は何度も小さく跳ね上がった。

「あっ……ああっ……」

　胸を責められたまま、部長の手がスカートの中へ伸びてくる。

「あっ、待って……」

　わずかに残る理性に、私は思わず部長の手を掴んだ。だが、ストッキングが脱がされて、部長の指がショーツの上から私の秘部をなぞる。

「あっ、やぁ……」

　足がビクッと動いた。

「嫌じゃないだろ。もう濡れてる」

「言わないでください」

　胸を揉みしだく部長に、ショーツを脱がされる。部長のゴツゴツと骨ばった指が、私の割れ目をすくい上げるように撫でた。

「んぁっ……」

「可愛い」

　柔らかな声がする。

　普段の部長からは考えられない言葉に、秘部がヒクついた。それをわかっているかのように、部長が秘部に指を沈ませる。ちゅぷ、と水音がして、羞恥の念が全身に漲った。反射的に顔を背けると、部長は私の膝を持って大きく開脚させた。

　あまりの恥ずかしさに足を閉じようとするが、部長は許してくれない。私の下腹部に頭を埋めた部長に花芽を舐められ、つま先に強く力が入った。

「やあっ……部長、汚い、からぁっ」

　同時に彼の指が膣壁を擦りながら奥へ侵入していく。出し入れされる指は、私のいいところを探すように動いた。その間も花芽を吸われて、私は強い刺激に全身を震わせた。

「狭いな」

「……す、するの、久しぶりなので」

　消え入りそうな声で言うと、部長が一瞬動きを止める。

「じゃあ、たくさん可愛がってやらないとな」

　そう言った部長は、ぐっと私の足をさらに持ち上げた。すると、彼は舌先を私の秘所へと差し込む。

「ああっ！　んっ、あっ……！」

　溢れる蜜を舐め取られる。強い刺激と羞恥心に、気が狂いそうだった。

「ぶちょ、お……。やめて、ください……！」

　耐えきれず告げると、部長が私の下腹部から顔を上げた。彼の口もとがわずかに濡れて光っていて、その光景に身体中がかあっと熱くなる。

　部長が私の片足を引き寄せ、太ももに口付けた。

「大丈夫だ。死ぬほど優しくしてやるから、お前は黙って感じていろ」

　四角い個包装を開けた彼が、自身に避妊具を装着する。陰裂に熱いものが押し当てられ、昂りが一気に私を貫いた。

「あっ！　あああっ……！」

　ひと際大きな嬌声が漏れる。膣内を膨れさせるいっぱいいっぱいの存在感に、身体の奥底から快感に飲み込まれた。

　なにこれ。これだけで、どこかへ飛んでいってしまいそう。

　初めて感じるほどの圧迫感に怖くなって、私は部長の首もとにしがみついた。優しく抱き締めてくれる彼が、ゆっくりと律動する。

「あっ、あっ、ああっんんっ……っ！」

　自分でも恥ずかしいほどに声が出てしまう。私が片手で口を覆うと、部長はわざと最奥まで自身をねじ込んだ。

「ひゃあっ……！」

「我慢するな。お前の声が聞きたい」

　彼は私の胸を掴みながら、私を揺さぶる。容赦なく腰を打ち付けられ、私は彼の背中に爪を立てた。

「なにもかも忘れろ」

　耳もとで部長の荒い息遣いが聞こえる。なにもかもが快感に結びついて、私は思うがままに感じ入った。

　気持ち良すぎておかしくなりそう。

　下腹部の奥に力が入り、足先からじわじわとなにかが上り詰めてくる。

「あっ、私、なにかっ、変……っ！」

　未知なる波に飲み込まれそうで、慌てて告げた。しかし、部長は動きを緩めるどころか、私の腰を掴んでさらに抉るように突き上げる。

「ぶ、ちょ……おっ、ダ、メ……ッ！」

　上り詰めてきた波に飲み込まれた私は、ガクガクと全身を痙攣させた。頭の中が真っ白になり、視界に火花が飛ぶ。身体の力が入らない。酸素を求めて、私の胸は凄い速さで上下していた。

「いったのか」

　その言葉に、先ほど自分を襲ったのは絶頂だったのだと知る。

　今まで感じたそれとはまるで違う。恐ろしい快感だった。

　呼吸を整えながら未だ身震いする私の中で、部長の熱を放っていないものが動く。

「あ、私、今……っ」

「もっと。全然足りない」

　言い終えた部長は、再び激しく腰を打ち付けてきた。

「あっ……んっ……あああ……っ！」

　何度も掻き回され、高みに持っていかれる。

「私、またいっちゃう……！」

　私は強くシーツを握りしめた。またしても下半身から急速に熱が膨らんでいく。

　次にあの快楽に飲み込まれたらどうなってしまうのか。そう不安になるのに、

「何度でもいけ」

　部長に告げられ、私は襲う快感に身を任せた。悲鳴にも似たよがり声を上げながら、身体を弓なりにする。

「千咲……」

　薄れゆく意識の中、部長が低く掠れた声で私の名前を呼んだのが聞こえた。

　あまりに優しく呼ぶものだから思わず心が震えて、私は部長に向かって両手を伸ばした。

















第三章　抗えない熱と優しい味












　ふいに頭の中に映像が流れ出した。

　傷ついて泣いている私の涙を、部長がハンカチで優しく拭ってくれている。そのまま部長の部屋でキスをして、私たちは身体を重ねた。全身が溶けそうになるほど何度も絶頂を迎える私の名前を、部長が繰り返し呼んでいた。

　これは夢か。そうでなければありえない。あの部長が部下と関係を持つなんて。いくら夢だとしても飛躍しすぎだ。夢だとわかっていても、部長に申し訳なくなる。

　それにしても、心が不安定なときは夢までおかしくなるんだな……。

　私は意識と肉体がうまく繋がっていない状態で、思考を巡らせていた。

　夢うつつに、寝返りを打とうと身体を浮かそうとする。しかし、私の身体はなにかに固定されているかのように動かなかった。

　あれっ？

　私は突然目が覚めた。

　泣いたせいか乾燥して痛む目を強引に開ける。正面に見える窓のブラインドの隙間から、乳白色の夜明けが闇を溶かし始めているのが見えた。

　今何時だろう。五時くらい？　もう少し早いかな。いや、それよりも、どうして動けないの？

　手足にもじわじわと感覚が戻ってくる。それと同時に、横向きに眠っていた私は背中から温かな熱が伝わってくるのを感じた。

　思わず鼓動がどきんと跳ねる。

　嘘……。まさか、そんなわけないよね。

　誰に言うわけでもなく、ひとり心の中で呟く。意を決した私は、恐る恐る顔だけ後ろを振り返った。

　すると、そこにあったのは、まだ寝息を立てている部長の姿だった。

　私は驚きのあまり息の根が止まりそうな心地になる。

　ぶ、部長!?

　私は再び勢いよく顔を戻すと、下半身からは独特な重だるさが伝わってきた。徐々に昨夜の記憶が蘇ってきて、夢だと都合よく書き換えていた記憶が現実だったのを思い出す。

　……私、いつの間にか意識を失っていたの？

　よく見ると、上半身裸の部長に、背後からしっかりと抱き締められている。

　動揺する間も頭上から聞こえる部長の息遣いに、私は恥ずかしさから唇を噛み締めた。居ても立ってもいられず、私は部長を起こさないようにゆっくりと彼の逞しい腕を解く。

「んー……」と唸り声を上げる部長に、慌てふためきそうになるのをぐっと堪えた。なんとか抜け出すことに成功した私は、床に散らばった服の中から手早くシャツとスカートだけを身に着け、あとは玄関に落ちたままになっていたバッグと一緒に抱えて部屋を飛び出した。

　そして、すぐ隣の自分の部屋に転がり込む。

　自動施錠されるドアでよかった……。

「って、今そんなのはどうでも……」

　自分で自分につっこみを入れつつも、私は玄関にへたり込んだ。

「どうしよう」

　思わずそんな言葉が飛び出した。

　達真とあんなことになって、偶然部長に助けて貰って、いくら弱っていたからといって、そのまま部長と身体を重ねてしまうなんて……。

　先に私が血迷った言葉を口にしたのが原因なのだけれど、部長はどうして慰めるなんて言ったのだろう。私があまりにも見ていられない状態だったということだろうか。

　だからといってそこまでするものなのかな。部長もそういう気分だったとか？　でも、終わったあとも起こさないで泊めてくれたんだよね。昨日だって最初は、『話でもなんでも聞いてやる』って言ってくれていたし。

　改めて部長の優しさを感じた。

　どんな顔をして話せばいいのかわからなくて、つい黙って飛び出してきてしまったけれど。

「謝らなきゃ」

　でも、なんて？　会社で、「昨日はありがとうございました」なんて言えるわけがないし……。

　頭を悩ませていて、はっとした。

　そうだ。私、今日も仕事で部長に会うんだ。

　昨夜危惧した通り、全身の血管が凍る思いがする。出社までのあと数時間の間に、心の準備など到底できる気がしなかった。

　ここまで迷惑をかけたのに、仕事に影響なんて出せば間違いなく部長に雷を落とされる。怒られる恐怖よりも、今日の私はオフィス内で部長と目を合わせて話せる自信がなかった。

「顔を見て平然としていられる気がしないよ……」

　シャワーを浴びようと、脱衣所で服を脱いでいく。ふと洗面台の鏡に映る自分の姿を捉えた私は、想定外のものを発見して慌てて鏡の前へと駆け寄った。

「な、なにこれ……」

　私の身体にある赤い華。それは鎖骨、胸もと、脇腹、と無数に散らばっている。

　いつの間にこんなに……。

　自分が乱れたことを証明するように残された証に、途方もない恥ずかしさで目線が行き場を失くした。

　いたたまれず急いでバスルームに入り、頭からシャワーを浴びる。温かなお湯に身体の緊張がほぐれて、思わずほっと吐息が漏れた。

　そう言えば私、全然達真のことを考えてなかった。

　ひとりになり冷静になると、突如昨夜の苦い記憶が頭の中に浮かぶ。

　長年溜め込んでいた想いが爆発して、苦しくて堪らなかったのに……。

　きっと、部長が、涙が枯れるまで泣かせてくれて、考える隙を与えてくれなかったからだ。あのままひとりで家に帰っていたら、逃れられない悲しみから泣き明かしたかもしれない。昨日、部長がそばにいてくれて救われたのは間違いなかった。

　なにか言うわけではなかったけれど、泣いているときに隣に人の気配を感じるだけで心持ちが違ったのだ。自分が孤独ではないと思うだけで、心の奥底は安堵していた。

　バスルームから出た私は、昨日着ていたスーツのポケットに手を入れる。中にあった自分のものではない男物のハンカチを取り出すと、目を瞑ってそれを口もとに当てた。

　昨夜感じた部長の香りがして、私は勢いよくハンカチを顔から離す。一気に上がる体温に、すっかり嗅覚と記憶が結びついていると体感させられた。

　肌と肌が触れ合い、何度も力強く揺すられた記憶が一瞬にして鮮明に蘇る。

　部長のおかげで憔悴しなくて済んだ。しかし、今の私は、数時間前までの情事を思い出してしまい、やりどころのない羞恥に手の中のハンカチを強く握り締めた。






「おはようこざいま……す……」

　私は窺うようにオフィスの中に入る。まばらに返ってくる挨拶を聞きながら、足もとに視線を落としつつ足早に自分のデスクに向かっていると、

「綾野」

　部長に呼び止められ、私は飛び上がった。

「は、はい……」と恐る恐る顔を上げると、部長はすでに自身のデスクの前で社員のひとりと話している最中だった。

「あとで話がある。メールの確認が終わったら会議室へ来い」

　部長はいつも通り無表情で放つ。

「はい。わかりました……」

　私が答えると、部長は何事もなかったかのように中断していた話を再開していた。私は高まる動悸を抑えながら、デスクに腰掛ける。

　話って、絶対に今朝のことだよね。勝手に帰っちゃったし、文句のひとつやふたつあるだろう。

　いったいなにを言われるのか、想像するだけで身の縮まる思いがした。しかし、自分から部長を呼び出す勇気などなかった私は、声を掛けてもらっていささかほっとする。

　いつもより入念に届いたメールのチェックを済ませてから、私は先に会議室に向かった部長のあとを追った。






　ＣＣ部のオフィスと同じフロアにある小会議室のドアを三回ノックする。

　ＣＣ部が会議を行うとなればだいたい使用されるのがこの部屋で、部署内の人間は会議室と言われればまずここが浮かぶと思う。

　やはりすぐに中から部長の「入れ」という声が返ってきて、私は軽く深呼吸をしてからドアを押し開けた。

「失礼します……」

　足を踏み入れると、壁にもたれ掛かっていた部長がこちらに歩み寄ってくる。部長は険しい面持ちを浮かべていて、私は緊張感に堪えきれず切り出した。

「あの、部長……昨日は――」

　しかし、眼前に迫った部長の手が頬に触れ、私は途中で言葉を飲み込んだ。部長の指先が、私の耳たぶをすっと撫でる。くすぐったさに紛れて、わずかな快感が訪れた。またしても昨夜の出来事を思い出してしまいそうになり、私は動転して部長のスーツの胸もとを押し返す。

「待ってください……！」

　だが、次の瞬間、私の口からは「ふえっ!?」と間抜けな声が漏れた。頬にやって来た予想外の感触。気がつくと、部長に片手で頬を絞られていた。

　なにが起こったのか一瞬理解できなかった私は、目を瞬かせながら部長を見上げる。恐らくタコのようになっているであろう私を見ても、部長の表情は依然として変わらなかった。

「なにを勘違いしてる。忘れものだ」

　そう言った部長が、見覚えのあるピアスをちらつかせる。

　あ、これ、私の……。

　淡いピンクのハートの石がついたピアス。何年か前に購入してからずっと気に入って、仕事の日にもよくつけていたものだ。

　慌てて自分で耳もとを確認すると、右のピアスだけなくなっていた。

　部長の家に落としていたんだ。それどころではなくて、まったく気づいていなかった。

「動くな。つけにくい」

　私を解放した部長が、再び私の髪に手を差し込む。

「自分でつけられるので――」と告げたが、部長に「いいから動くな」と一蹴されてしまった。仕方なく、私は目をぎゅっと瞑って終わるのを待つ。

　間近に部長の存在がある。高鳴る心臓の音が部長に聞こえてしまわないか不安になって、意味がないとわかっていても息を止めた。

「いいぞ」

　手が離れていく感覚に、私はゆっくりと目を開ける。

「ありがとうございました……」

　私が言うと、部長はようやくふっと口もとを綻ばせた。思わずドキッとする。しかし、部長の表情は、一瞬にして冷ややかなものに戻った。

「いいからもう戻れ」

　部長はそれだけ告げると、先に会議室のドアノブに手を掛けた。私はその背中に慌てて声を掛ける。

「昨日は……！　……ご迷惑をおかけしてしまいすみませんでした」

　尻すぼみになる私の声が部屋の中で静かに響く。部長はおもむろに振り返った。

「寝不足でもミスするなよ」

　イタズラに片方の口角を上げて微笑む部長は、ドアの向こうへと消えていく。真っ白なドアを前に、私は呆然と立ち尽した。

　微塵も動揺していなかった。あれが大人の対応？

　今しがたの部長の行動を思い返し、呆気に取られた。

　恋人以外と関係を持ったことなど一度もなかった私には、こんなときどう反応すれば正解なのかわかるはずもなかった。

　大人になれば、こんなこともよくあることなのかな。……でも、仕事に影響がないならよかったよね。今の私には、仕事を頑張るしかないのだから。

　ふと、部長がつけなおしてくれたピアスに触れる。みるみる顔に熱を持っていくのが自分でもわかった。

　あんなふうにつけなくても……。

　唇を結んでいた私は、我に返ってかぶりを振る。

　部長が気にしていないなら全部忘れよう。二度目はないのだから。

　新たな決意を胸に大きく頷いて、私も会議室を出た。






　朝、たしかにすべて忘れると決意した。ただ、瞬時にできるほど私は器用じゃない。時の流れに身を任せ、自然と過去にしたかったのだけれど……。

　私は小さく息をつきながら、視線を流した。

　部署内の人間を見渡せるようにひとつだけポツンと置かれたデスクには、終業時間を二時間は経過しているというのに未だ部長の姿があった。

　つい先ほどまで残っていたもうひとりの同僚も退社してしまい、オフィス内には私と部長だけが残された。

　……どうしてこんなときに限って部長とふたりっきりになるのだろう。普段だったら気にならないのに、今日は流れる沈黙が重く感じて仕方がない。

　というのも夕方営業部から突然舞い込んできた仕事の一部を、今日中に私と部長で終わらせることになったのだ。

　その仕事は全体を通してもそもそも納期が短く、通常なら絶対に受けない期日だったのだが、今までなかなか首を縦に振らなかった取引先との大事な案件だった。

　見事この案件を取ってきた営業部の佐々木ささきさんいわく、気まぐれな取引先の気が変わらないうちに全部通してメディア発表まで済ませたいと言う。

　そんなわけで引き受けた部長が、『綾野。お前今日このあとなにもないよな。手伝え』と言うものだから、こんな事態になってしまった。

「綾野。あとどれくらいだ」

　突然掛けられた声に、私は驚いて大きく肩を跳ねさせた。

「えっと、リリースの作成はまもなく終わります」

「よし。こっちは終わった」

　席を立った部長が、こちらにやって来る。狼狽する私の後ろからパソコンのディスプレイを覗き込む部長の目は、私ではなくディスプレイに並んだ文字を追っていた。

「おい。俺のことは気にしなくていいから手を動かせ」

　部長はこちらを見ないまま告げるが、無茶を言われても困る。

　部長の顔が私の顔のすぐ隣にある。昨日の今日で、気にするなと言う方が無理だった。

　私が生唾を飲んでいると、部長がため息を吐くのが聞こえてきた。

「貸せ」

　背後から部長の手が伸びてきて、キーボードを叩く。まさかの事態に驚異の目を見張る私を他所に、部長はあっという間に資料を完成させた。

「あとは保存して共有ファイルにいれておけ。佐々木はいつもギリギリの仕事ばっかり持ってくるから、お前も狙われないように気をつけろよ」

　言い終えた部長は立ち上がり、凝り固まった筋肉を軽くほぐしている。ファイルが保存されたのを確認した私は、回転式の椅子ごと振り返って部長を見上げた。

「……部長は、あんなことはよくあるんですか？」

「はぁっ？」

　目を丸めた部長を見て、はっとする。無意識に口にしていた。

「いや、あの、なんでもないです……」

　私はパソコンの方へ向き直る。ごまかそうとしたけれど、突如うなじに感じた温かな感触に、私は跳ねるように立ち上がった。首もとを押さえながら勢いよく見返る。

「なにが、『あんなことはよくあるんですか』だ。俺を猿だとでも思ってんのか？　ったく、なにも言わずに黙って帰りやがって」

　部長は眉間にしわを寄せてこちらを見下ろしていた。困惑する私に、部長はさらに言葉を続ける。

「抱き締めて寝ていたはずなのに、起きたらひとりになっていた俺の身にもなれ」

「す、すみません……」

　部長の迫力に、私は頭を下げた。

「俺はお前を慰めたのにな」

　改めて掘り返されると、恥ずかしくて堪らなくなる。

「ちょっと、部長……！　ここ、会社なのでそろそろ――」

　いたたまれなくて情けない声を上げる私を、部長が抱き寄せた。

「誰もいないだろ」

　耳もとで柔らかく囁かれ、身震いする。抜け出そうとするが、部長の手にしっかりと頭と腰もとを固定されていて逃げられなかった。

「綾野」

　私の頭から手を退けた部長が、呼ぶ。おずおずと顔を上げると、私の目が部長を捉える隙もなくキスが降ってくる。

「んっ……」

　私が甘い吐息を漏らすと、彼の舌が私の唇をゆっくりとなぞった。脊髄に快感が走る。深くなるキスに息が上がって目眩がした。

「誰とでもこんなことするわけないだろ」

　――えっ？

「綾野。一緒に帰るか？」

　ひとしきり私の唇を弄んだあと、部長が問い掛ける。

　断らなきゃ。昨日はあんなことがあってつい頼ってしまったが、今日は違うじゃない。

　なにも言わず息を大きく吸い込む私の首筋に、部長が唇を寄せた。

「千咲。またお前に触れたい」

　私は部長の頭にこつんと自分の頭を預ける。彼の切望するような呟きに、考えるよりも先に心臓が大きく高鳴った。私の反応を見逃さなかった彼が、勢いよく私を抱き上げる。

「きゃっ」

　履いていた片方のパンプスが落ちて床を転がった。「部長……！」と狼狽える私の胸もとに顔を埋めている彼は、

「家まで我慢するから少しだけ」

　と私を抱き締める。思わず鼓動が早鐘を打った。

　どうしてまた身を預けたくなってしまったのだろう。自分がこんな節操のない人間だったなんて知らなかった。そう思うのに、抗えない。






　部長の部屋に入るなり、私は再び抱き上げられて寝室へ連れていかれる。昨夜も身体を沈めたベッドに下ろされると、部長は私の全身にキスをしながら服を脱がせた。

　一糸まとわぬ姿にされた私は、恥ずかしくてシーツを引き寄せる。しかし、部長はそれを私から奪い取った。

「隠すな。お前のすべてが見たい」

　私の上に跨る部長は、余裕のない顔つきで告げる。羞恥が激しく込み上げてきて、私は滑稽にも両手で顔を覆った。

　だが、突然胸の頂を刺激され、私はその手を自分ですぐに解いてしまう。部長は胸の膨らみを揉みしだきながら、先端を指で弾いた。

「あぁっ……！」

　私は堪らず甘い声を上げる。すると、私の胸もとから顔を上げた部長が、妖艶な眼差しをこちらに向けた。

「綾野。顔を見せてくれ」

　優しく頬を撫でられ、痺れるような陶酔を味わった。

　部長にとって私は、ただ性欲を解消できる相手に過ぎないはず。触れてくること以外に態度が変わったわけでもないし、最中に掛けられた言葉だって、行為が盛り上がるための演出で、気持ちがのせられてはいないだろう。しかし、馬鹿な私は、まんまと身体を反応させてしまうのだ。

「千咲……」

　柔らかな声に、胸がぎゅっと締め付けられる。

　まただ。私、部長に名前を呼ばれると、どうしてこんなにドキドキするのだろう。

　答えを導き出したいのに、次々に与えられる快感によって思考は定まらない。

「あっ……んっ、あぁ……っ」

「考え事か？」

　わざと刺激を強める彼にかぶりを振って見せた。否定したものの、

「余裕があるなら今日は手加減しない」

　彼の指が私の秘部から滴り落ちる蜜を指にまとわせ、花芽を撫でる。ビリビリと全身に電気が走り、腰が動いた。指の腹で優しく、ときに摘まむように唇で食まれ、繋がる前にもかかわらず私は何度も絶頂を迎えさせられる。

　私は真新しい傷口の痛みのせいにして、今夜も部長を求めた。






　――数日後。

　仕事が終わり家路を辿っていた私は、マンションの前で同じく帰ってきた部長と出くわした。

「お疲れ様です」

　会釈する私を他所に、部長の視線はある一点を見据えていた。

「お前、いつもそんなものばかり食べてるのか」

　眉を顰ひそめて言う部長に、私は帰りに買ってきたばかりのコンビニ袋へと視線を落とす。

「だいたいはコンビニで済ませてますけど……」

「身体壊すぞ」

「部長は違うんですか？」

　私が小首を傾げて問い掛けると、部長は呆れたように肩をすぼめた。

「来い」

「えっ？」

「いいから来い」

　戸惑う私の腕を、部長が掴む。そのままエントランスホールを進み、こんな状況にもコンシェルジュの人は「おかえりなさいませ」と普段通りの表情で私たちを見届けていた。

　エレベーターに乗り込んだあとも、部長は手を離してはくれない。

　どうしよう……。来いということは、今から部長の家に行くんだよね。もしかしてまた身体を……なんて展開になるのかな。

　心が波立ち騒いで落ち着かなくなる。

　またそんなことになったらどうしよう。いつまでもこんな関係を続けていたらダメだよね。

　おかしな関係になっているのはわかっていた。それでも、手首から伝わってくる部長の体温に安らぎを感じてしまう。

　身体を重ねたときも思っていた、意外に温かい部長の手。翻弄ほんろうされてしまう前に逃げ出したい。そう思うのに、離れがたかった。

　少し前までは知らなかったぬくもりが、私の思考を鈍くする。

　このままエレベーターが到着しなければいいのに。

　しかし、私たちを乗せたエレベーターは、早々に軽快な音を立てて到着を知らせた。

「お邪魔します……」

　部長は私を自分の家に引き入れると、ようやく手を解放した。

「飯作ってやるから少し待ってろ。間取りは同じだから洗面所の場所はわかるな。手洗ってから来い」

　私の分のスリッパを並べた部長は、私を玄関に置いて先にリビングへ進む。「あ、あの……！」と呼び止めるけれど、行ってしまった。

　相変わらず、私の答えは聞いてくれない。部長も疲れているはずなのに。

　私は申し訳ない気持ちになりつつも、部長の気遣いに胸に淡く喜びが通う。

　どうしよう。

　私はコンビニ袋に入った中華丼を覗き込んだ。思わず笑みが溢れ出す。

　まぁ、今はいいか。

　洗面台を借りた私が恐る恐るリビングのドアを開けると、部長はすでにリビングに入ってすぐ左のところにあるキッチンに立っていた。

　スーツのジャケットを脱ぎ、シャツの袖をまくっていた部長は、軽快なテンポで包丁をまな板に落としている。

　その手慣れた手つきに、普段から料理をしているのがひと目でわかった。

「洗面所、お借りしました」

　私は驚かせないように小声で話しかける。

「あぁ。適当に座ってろ」

「私もお手伝いします」

「自炊しないやつの手伝いなんてかえって邪魔だ。いいからお前はそこに座ってテレビでも見ておけ」

　顔を上げた部長は、キッチンの前にあるダイニングセットを指差す。

　とっさに料理経験はありますと反論しようとしたが、部長の有無言わさぬ鋭い眼差しに、私は諦めて「はい」と頷いた。

　渋々ダイニングセットの椅子に腰掛け、カウンターの向こう側に見える部長を眺める。

　すごいな。部長は仕事人間で、帰りも遅くなる日が多いから、てっきり自炊なんてしないのかと思っていたのに。

　私は部長の言う通り、自炊をすると人に言えるほど料理はしない。このマンションに引っ越してくるまでは帰るのが遅かったせいもあり、料理をするひまがあれば一秒でも多く寝たかった。

　休日に簡単な炒め物やパスタを作るくらいはしていたけれど、正直料理はあまり得意な方でもない。

　自分のために作って、ひとりで食べても味気なかったしな……。

　思わず苦笑しながら思いを巡らせていると、

「できたぞ」

　さほど時間もかからずに、部長が完成した料理をもって現れた。

「あ、ありがとうございます」

　並べられたお皿を見て、私は感嘆の吐息を漏らす。

「……これ、部長が？」

「他に誰がいるんだ。冷めないうちに食べるぞ」

　呆れたように片方の眉を上げた部長は、私の向かいの席に腰を下ろした。

　部長が作ってくれたのは、サバの塩焼きに、野菜がたくさん入った具沢山のお味噌汁。他に、お漬物や切り干し大根が入った小鉢が添えられていた。炊き立てのつやつやとしたご飯がなんとも食欲をそそる。

「いただきます」

　私は手を合わせ、湯気が立った味噌汁をひと口飲んだ。部長は反応を窺うようにこちらをじっと見据えている。

「おいしい……」

　温かさにほっとして、思いがけず言葉が出た。それを聞いた部長は、一瞬口角を緩やかに上げると、自身も食事を始める。私は持っていたお椀をテーブルに置いた。

「こんなのささっと作れちゃうなんて、よくお料理されるんですね」

「さすがに帰りが遅くなった日はしないが、それ以外はだいたい作るようにしている。人間身体が資本だろ。楽して身体を壊したら元も子もないからな」

「たしかに……」

　ぐうの音も出ず、私が「ははは」と愛想笑いをすると、部長はまじまじとこちらを見つめる。

「どうかしましたか？」

　私は不思議に思い小首を傾げた。

「なんかお前とこうして食事をしているなんて、変な気分だな」

　言い終えた部長が、突然吹き出すように笑った。自然と筋肉が弛んだような柔らかな表情に、私の心臓は大きく跳ねる。

　瞬きするのも忘れて、私の視線は部長にくぎ付けになった。間抜けに口を開いたままの私に気がついた部長が、訝しげにこちらを見る。

「なんだ？」

「あ、すみません……！」

　その言葉で我に返った私は、慌てて目の前にあったサバの塩焼きを食べて平然を装う。

「骨、喉に引っかけるなよ。ったく、いちいち子供みたいなやつだな」

「だ、大丈夫です」

　なぜだろう。部長の笑った顔を見てから、動悸が止まらなかった。部長も言っていたが、きっと、こうしてふたりで食事なんてしているせいなのか。

　突如湧いてきた気恥ずかしさに、私は唇を噛み締める。

「お前を見ていると、放っておけなくなる」

　部長は、すでにいっぱいいっぱいな私に追い打ちをかけるように呟いた。

「手がかかるからな」

　そう言いながらも、部長は楽しげな面持ちをしている。

「また食いに来い。隣のよしみだ。倒れられて仕事に影響出されても困るしな」

　優しく諭すように告げた部長は、食事を再開した。私はなんとか「ありがとうございます」と返したけれど、自分の意識がどこか違うところに行っているような感覚だった。

　心臓の音が全身に響き渡っている。

　不思議。あんなきっかけで身体を重ねた相手なのに、部長といると心地いい。それなのに、たまにどうしようもなく居心地が悪くなる。こんな感情には少なからず心当たりがあった。

　心が動きだそうとしている。

　……まだ達真と別れて日も浅いじゃない。

　私の箸を持つ手に、ぎゅっと力が入った。

　私が別れを告げたあの夜からしばらく経つが、達真からの連絡は一度も来ていない。

　終わらせてすっきりしたような、あまりに呆気なくて虚しいような、複雑な気分だった。

　決断するまで何年もかかったのにな。思っていたよりも傷が浅いのは、やはり部長のおかげだと思う。

　ふと視線を上げると、部長と視線がぶつかった。

「どうした？　早く食べろ」

　目が合うだけで、切なさに胸が突き上げられる。

　私、このままだと部長を好きになってしまいそうだ。

















第四章　大切にしたいもの












　仕事を終え、エレベーターでエントランスホールに降りる。社員がまばらに歩いている姿を認めて、私はふぅーっと長い息を吐いた。

　久しぶりに早く帰れる。

　――部長の家で一緒に食事をしてから、約二週間が経っていた。

　以前佐々木さんが持ってきた案件が正式にプロジェクトとしてスタートして、ＣＣ部からは部長と先輩社員の飛田とびたさん、そして私もメンバーのひとりとして選ばれた。

　成功すればさらに社名を大きく広げる可能性のある大きなプロジェクトに、会社全体で力が入っているのを社員全員が日を増すごとに感じていた。私も最近は様々な準備に追われ、つい残業も多くなっていた。

　しかし、それも少し落ち着いた。とりあえず今日は急いで行わなければならない作業もなかったので、思い切って早く退社したのだ。

　帰って夕食を済ませたら、ゆっくりとお風呂に入って疲れを取ろう。

　心の片隅で、ひとりそんな計画を立てる。

「こんなところで突っ立って、なにをしてるんだ」

　突然背後から声を掛けられ、私は驚いて跳ね上がる。振り返ると、そこには眉根を寄せた部長がこちらを見下ろしていた。思わぬ登場に、胸がどきりと音を立てる。

「お疲れ様です。部長も今帰りだったんですね」

「あぁ。ぼーっとしてたが、どうした？」

　部長の追及に、私は「あー……」と言葉を濁した。

「……久しぶりに早く帰れるなって噛み締めていました」

　答えを聞いた部長は、「家に帰ってからにしろ」とわざとらしく大きな息をつく。

　私は気まずさをごまかすように笑みを作った。すると、突如部長が思い出したように私を凝視する。そして、

「お前、最近ちゃんと食べてるか？」

　唐突に問い掛けた。

「えっ？　食べてますけど……」

　そう言うけれど、部長はなにも言わずに痛いほどの視線を送ってくる。堪らなくなって、私は観念したように口を開いた。

「たしかにここのところバタバタしていて、簡単なものにはなっていましたけど……」

　なんとなく後ろめたくて、言葉は尻すぼみになった。

　しかし、部長はそんな私のことなど最初からお見通しだっただろう。表情ひとつ変えないまま、

「綾野。今日もうちに来い。また作ってやるから食べていけ」

　と告げられる。

「でも、部長も今日は久しぶりに早く退社できたんじゃないですか？　家に帰ってゆっくりされた方が……」

「お前この短期間で痩せてるんだよ。いいから来い」

　眉間のしわをみるみる深くさせる部長に、私の背筋は思わず伸びる。

「……は、はい」

　刷り込まれた部下の本能が反応してしまい、これ以上は逆らえなかった。

　私の返事に納得した部長は、私に背を向けてビルの出入り口へと向かった。その後ろ姿を眺めながら、私は遅れて火照り出す頬に手をあてる。

　……今日も一緒にご飯を食べられるんだ。

　意識すると、喜びがこみ上げてくる。溜まった疲労感に重かった身体も少し軽くなったように感じられるのだから、自分でも現金だと思った。

「また突っ立っているのか。早く来い」

　その場に足を止めていた私に、部長が言い放つ。軽く咳払いをして表情を落ち着かせた私は、急いで部長に駆け寄った。






　帰りにマンションの近くにあるスーパーに寄った私たちは、入口から順番に店内を進んでいた。私はカートを押しながら、横目に部長を見つめる。

　まさか部長とこんなふうに並んで買い物をする日が来るなんて。少し前まではとてもじゃないが、考えられなかったな。人生なにがあるかわからないとはよく言ったものだけれど、本当にその通りだ。

「お前はなにが好きなんだ」

　部長は商品を眺めながら何気なく問い掛ける。その横顔に見惚れてしまっていた私は、慌てて目を逸らした。

「私ですか？　嫌いなものは特にないです」

「俺は好きなものを聞いてるんだ」

　その言葉に、私は思考を巡らせる。

　私の好きなもの、か。

「……あ、ポテトサラダ。私、ポテトサラダが好きです」

　嬉々として言うが、部長は噴き出した。

「お前っ、それじゃメインにならないだろ」

　部長はよほどおかしかったのか、小刻みに肩を揺らして笑っている。再び見た笑顔はやはり破壊力抜群で、私は部長から勢いよく顔を背けた。

「じゃあ今日は、ハンバーグとポテトサラダだな」

　笑みを噛み殺して言う部長に、私は「あ」と漏らす。

「でも、ポテトサラダって結構手間がかかりますよね」

　昔母にレシピを教えてもらったとき、じゃがいもを一度茹でて潰したり、最後にもしっかりと冷やしたりと、意外にも工程が多かったのを思いだした。

「じゃあ今日はお前も手伝え。教えてやる」

　私は驚いて足を止める。

「いいんですか？」

「なんだ。うれしそうだな」

　顔に喜びを隠し切れない私を見て、部長もわずかに口もとを綻ばせた。

　だって、この前は座って部長が作ってくれているのを待っていただけだったから。恐らく部長がひとりで調理した方が早いのかもしれないけれど、それでも一緒にと言ってくれた部長の気持ちが純粋に嬉しかった。

「早く帰るか」

　部長の声も、いつもより穏やかに聞こえた。






「大丈夫か。手切るなよ」

　部長が洗ってくれたじゃがいもの皮を、ピーラーでゆっくり剥いていく。その手つきのたどたどしさからか、部長は先ほどから手際よくハンバーグの種を仕込みながら、こちらの様子ばかり気にしていた。

　まるで調理実習の先生と生徒のようで、我ながら情けなくなってくる。

「男爵芋ってボコボコしているから剥きにくいですよね。私ついついじゃがいも買うときはメークインにしちゃいます」

「ポテトサラダやコロッケなら男爵がうまい。メークインは煮崩れしにくいから、カレーやシチューみたいな煮込み料理に向いてるんだ。覚えておくと全然違うぞ」

「へぇ……。知らなかったです。たしかに男爵芋ってホクホクしてますよね」

　私が目を丸めて感心していると、部長は「あぁ」と小さく笑みをこぼしていた。

　楽しい。ひとりでは面倒で滅多にやらない料理も、部長となら充実した時間になる。

　部長といると少しずつ確実に積み重なっていく気持ちを自覚して、ひどくやるせない心持になった。

「どうした？」

　気づくと部長がこちらを覗き込んでいた。部長の整った顔がすぐ近くにあって、私は思いがけず身体をのけ反らせる。

「……ぶ、部長。食材についても詳しいんですね」

　私はごまかすように告げた。すると、一瞬鋭く目を細めた部長は、

「どうせ作るならうまいほうがいいだろ」

　と作業に戻る。

「そうですね」

　時に向けられる部長の眼差しは、私のことなどなにもかも見透かしてしまうのではないかと不安になった。私は自分の気持ちすらごまかすように笑顔を作る。

「綾野」

　部長の声に、私は顔を上げた。

「そうやって笑ってろ。お前は笑顔が可愛い。今はまだ少し変だけどな」

　平然と言う部長に、私は「えっ？」と驚きの声を上げる。放心していると、部長に「手、止まってるぞ」と一喝された。

「……は、はい」

　ピーラーを先ほどよりも素早く動かす。胸がどきどき張り詰めてくるのを感じた。

　今、可愛いって言ったよね。

　にわかに信じられなくて頭の中で再確認すると、全身が急激に熱を持つ。

　部長、私のこと可愛いって思ってくれているの？

　心が喜びで波打った。

　部長にとっては取るに足らない言葉だったかもしれない。しかし、私は、表現できない愛おしさに堪らずきつく唇を結んだ。






「部長。できました」

　最後にプチトマトを盛り付け終えた私は、部長にポテトサラダの入った器を見せる。

「よしっ。じゃあ食べるか」

　部長は私から器を取り上げ、ダイニングセットへと向かった。私もその背中を追う。

　なんとか足手まといにならなくてよかった……。

　と言っても私が担当したのは野菜の皮むきと飾りつけだけで、調理は部長がやってくれた。部長はいつの間にかコーンスープまで作ってくれていて、結局テーブルの上には立派なディナーが並んでいる。

「わぁ……。こんなに豪華な夕食になるなんて」

「さすがに張り切りすぎたな」

　感嘆の声を漏らす私に、部長も困ったように眉を片方上げた。向かい合って腰掛けた私たちは、「いただきます」と手を合わせて食事を始める。私はまずポテトサラダから口にした。

「おいしい……っ！　部長、このポテトサラダすごくおいしいです」

「そらよかった。まだいっぱいあるから、たくさん食べろ」

　部長はかすかに微笑みながら言う。

　本当にじゃがいももホクホクで、ベーコンやキュウリ、カニカマなど具は大きめで食べ応えもある。部長がスーパーで、ハムもいいが、少し多めに焼いたベーコンを入れてもうまいぞと言っていたけれど、ベーコンのカリッと感がよいアクセントになっていた。

　私は他の料理もゆっくりと大事に味わっていく。どれもとてもおいしかった。

　食事も後半になったところで、突然部長が話し出した。

「引っ越してきて、身体は楽になったか」

「……はい。やっぱり通勤時間が短くなったのが大きくて。仕事に集中できるから有難いです」

　いささか戸惑いつつも、私は答える。

　この前、初めて一緒に食事をしたときに無言が気まずくて話した些細な内容だったのに、覚えてくれていたんだ。

「プロジェクトも、部長や先輩の足を引っ張らないように頑張らないと」

　嬉しくて、私は息を弾ませながら呟く。

「お前は普段から十分よくやっている。だから、足を引っ張るなんて思ってない」

　――えっ？

　部長は当然のように言った。

「視野も広いし、周りに気遣いもできる。仕事も早いのに丁寧で的確だ。俺がどれだけ怒ってもへこたれず、絶対に手を抜かない。俺はお前になら任せられるといつも思っているし、頼りにしている。もう少し経験を積んで視野が広がれば、プロジェクトでも重要な役割を担える存在になれるだろう」

　部長に褒められるなんて初めてだ……。

　驚きと同時に、緩やかに感動がこみあげる。

「お前は自分に自信がなさすぎるんだ。もっと自分を信じてやれ」

　部長の言葉に、涙が滲みそうになった。

　どれだけ疲れていても、仕事を妥協した経験など一度もなかった。業務でわからないことがあればどれだけ遅くに帰っても必ずその日のうちに調べていたし、年々こなせる仕事も増えてきて、力がついていくのは嬉しかった。

　それを、部長が見ていてくれたなんて。本当に期待してくれていたんだ……。

　今までの厳しさがすべて私のためだったと思うと、心を打たれずにはいられなかった。

「……ありがとうございます」

　声が震える。私は鼻を軽くすすってから、再び箸を動かした。

「……あの」

　食事を終え、食器を洗い終わった私は、隣でコーヒーを淹れてくれている部長に声を掛けた。

「んっ？」

「なにか、私にやってほしいことはありますか？」

「なんだ。いきなり」

　私の突拍子もない質問に、部長は訝しげに眉をひそめる。

「私、部長にここまでしてもらって……。なにかお返ししたくて」

「そんな必要ない。今も皿を洗うって聞かなくて、片付けたばかりだろう」

　先ほど繰り広げられた攻防を思い出しているのか、部長は大きく息をついた。しかし、

「これは当然のことなのでお返しになりません。雑用でもなんでも言ってください」

　食い下がる私に、部長は困ったように小首を傾げる。

「前にも言っただろ。お前を見ていると放っておけないんだ。俺がやりたくてやってるんだから気にするな。お前は黙って受け取っておけばいい」

「でも……」

　私は唇をへの字にして俯いた。すると、少ししてから、

「じゃあ……綾野。こっちに来い」

　柔らかな声色が降ってきたと同時に、私は手を引かれてリビングへと連れていかれる。広々とした部屋の真ん中に置かれていた大きなソファーに腰を落とした部長は、私の腰もとを抱き寄せて自分の膝の上に私を乗せる。

「えぇっ!?」

　突然のことに、私はあたふたと慌てる。

「なにかお返ししたいんだろ」

　私を見上げる部長は、いたずらな微笑を浮かべていた。

「ぶ、部長。私が言っているのはこういうお返しじゃなくて……」

「聞こえない」

「急に子供みたいなこと言わないでくださいよ」

　この前は食事をしただけだから忘れていたが、私、部長と……先にそういう関係を持ったんだった。

「お前、身体ガチガチだな」

　部長が私の背中をすっと撫でた。快感が背筋を走る。

「あ、当たり前じゃないですか」

「もう何度も抱き合ったのに？」

「そ、それは……！」

　私が口ごもると、部長は口角を緩やかに上げる。

「部長……。なんか、家では意地悪です」

　私は顔をしかめた。すると、部長はそんな私の頬を手のひらで包んで引き寄せる。

「お前の反応が面白くて、ついいじめたくなるんだよ」

　言い終えると同時に、唇が重ねられた。キスをしながら、部長の手が私の髪に差し込まれ、撫でるように動く。その心地よさに、私の口からは甘い吐息が漏れた。

「……んっ」

「ほら。感じやすいところも」

　鼻先が触れ合いそうな距離で囁かれ、身体の芯が甘美に疼いた。部長が私のジャケットを脱がし、シャツの上から胸に触れる。

「部長、今日は……」

　はっとした私は慌てて言うけれど、

「今日は、なに？」

　艶やかな瞳に見据えられ、思わず生唾を飲んだ。

　シャツのボタンが外され、胸もとにキスが落とされる。湿った感覚と吐息が伝わってきて、私は身体が奥の方で熱を持ち始めるのを感じた。

　ダメ……。このままじゃ。

　残る理性に従い、私はとっさに大きく息を吸い込む。

「私、お風呂に入りたいので帰ります！」

　流されまいととりあえず発したものの、自分でも意味がわからない言い訳になってしまった。

「風呂？　そうか」

　それでも部長は納得してくれたのか、私の胸もとから顔を上げる。だが、そう思ったのも束の間、私の身体は突然浮き上がった。

「きゃっ」

　私は一驚する。

　足が宙に浮いていて、背中と太ももに力強い感触があった。すぐに部長に抱き上げられたのだと気づいた私は、反射的に彼のシャツの胸もとを握りしめる。

「ぶ、部長!?」

「風呂なら一緒に入ればいいだろ」

「ちょ、ちょっと待ってください……！」

　暴れてみるけれど、部長は困った様子もなくどんどん進んでいく。抵抗も空しく、私はあっという間にバスルームまで連れてこられた。

「ほ、本気ですか？」

「俺は本気だ。お前は嫌なのか？」

　私を下ろした部長が、こちらを覗き込む。私が眉尻を下げて見つめると、部長の艶を含んだ瞳に吸い込まれそうになった。鼓動はひと際大きくなり、私は俯いて自身の身体を隠すように抱き締める。

「だってお風呂なんて、明るくて恥ずかしい……」

　私はぽつりと告げた。すると、部長が小さく笑みをこぼすのが聞こえてくる。

「そうか。嫌じゃないんだな」

　愉快そうに言う部長に、私はようやく自分がなにを口走ったのかを理解した。

　私、無意識に部長との行為自体は受け入れていたんだ。頭ではこんな関係を続けていても良くない、帰らないと、と思っていたのに。

　自覚させられ、私は全身の血液が沸き上がるような恥ずかしさを感じる。

「じゃあ離さない」

　私が答える前に、部長が私の唇に唇を押し付けた。






　部長がわざとらしくちゅっと音を立てて、私の首筋にキスを落とす。私が小さく身体を跳ねさせると、バスタブの中のお湯が波打って揺れた。

「ぶ、ちょう……。やめてください」

　背後から私を抱き締めている部長に顔だけ振り返って言うけれど、すぐさま私の口は彼の噛みつくようなキスによって塞がれる。舌が差し込まれ、逃れようとするが、それをわかっているかのように部長の舌が私の舌を絡め取った。私の口から吐息混じりの声が溢れ出す。

　まだお湯には少ししか浸かっていないのに、何度も降ってくる部長のキスに酸欠で頭がくらくらしていた。部長の湯気で湿った肌が鮮明に見えて、触れ合うたびに心臓は痛いほどに高鳴る。

　私の腰もとからゆっくりと手を上へ這わせた部長は、胸の膨らみに触れた。同時に彼の舌が私のうなじをなぞり、私は甘い吐息を漏らす。
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「のぼせ、ちゃいますから……」

「そうだな」

　いよいよ倒れそうになり、弱々しく告げる私を部長は抱き上げてバスタブの縁に座らせた。このままお風呂から上がるのかと思いきや、彼は私の胸の頂を口に含んだ。舌で転がされ、吸われたり、甘噛みされる。

「あっ……んっ……」

　もう片方の胸を揉む手が今までより少し荒々しい。力が入らなくなってきた私の腰を、部長の腕が支えてくれた。私はもたれかかるように彼の肩に頭を預けた。

「部長……」

「鷹臣」

　――えっ？

　部長はいささか余裕のない声で言う。

「俺の名前だ。ふたりでいるときは、名前で呼べ」

「……鷹臣、さん？」

　私が戸惑いながらも口にすると、部長の目が優しく細められた。

「あぁ」

　法悦の笑みを浮かべる鷹臣さんに、私は胸が強く締め付けられる。

　今そうやって笑うなんてずるい。

　気恥ずかしさに唇を結びながら、腕で身体を隠す。しかし、私の腕は、鷹臣さんによって簡単に開かれた。全身に丁寧にキスをされ、感覚が敏感になっていく。

「んっ……あぁっ……」

　バスルームのせいで、すべての音がいつもより響いて耳に届く。それがさらに私の羞恥をあおり、全身が燃えるように熱くなった。

「ぶちょお……」

　いたたまれず呼ぶけれど、

「部長じゃないって言っただろ。……お仕置きだな」

　と訳もわからず壁に手をついて立たされる。そんな私の腰を鷹臣さんが掴んで引き寄せた。お尻を突き出すような恰好になり困惑する私の割れ目に、ねっとりとした感触が伝わってくる。

「やぁっ……！」

　私は堪らず嬌声を上げる。

「鷹、臣、さん……！　あぁっ……！」

　なんとか言い直すが、鷹臣さんは止めるどころか花芽を摘まみながら割れ目の奥の蜜口を舐め上げた。足がガクガク震え、壁についていた手も少しずつずり落ちてくる。

「お前のここ、どんどん溢れてくる」

「言わな、いで……」

　蜜口に彼の舌が差し込まれ、少しずつ広げられていく感覚があった。時折音を立てて蜜を吸われ、あまりの恥ずかしさに私の目の縁には薄っすらと涙が滲む。

　恥ずかしすぎて堪らないのに、気持ちいい。このままじゃおかしくなっちゃいそう……。

　戸惑いつつも、腰が揺れて止まらなかった。

　すると、彼の指がゆっくりと秘部の奥へと差し込まれる。

　私はひと際大きな艶声を上げた。

「……んんっ……あぁっ……」

「指をぎゅうぎゅうに締め付けてる。そんなに早く欲しかったのか？」

「そんなこと……」

　否定するけれど、膣壁を擦る鷹臣さんの指に身体が全力で反応する。良いところを刺激されるたびに、彼の指を締め付けているのが自分でもわかった。

「もう、立って……られな、いっ」

　足の力が入らなくなり、へたる私を鷹臣さんが抱きかかえる。ひと息ついて彼の胸もとに頬を寄せるけれど、鷹臣さんは指を止めてはくれなかった。

「あぁっ……！」

　それは中の蜜を掻きだすように動き、私を翻弄する。

「ふ、うっ……んんっ」

「可愛い。千咲の中、ビクビクしてる」

　言葉にされると、羞恥の念とともに快感が脳天まで突き抜けた。

　ぷちゅ、ぷちゅ、と耳を塞ぎたくなるようないやらしい水音がバスルームに響いていて、足先から徐々に熱がこみ上げてくる。その感覚に、私は慌てて鷹臣さんの手を掴んだ。

「あ、鷹臣さん。ダメ、です……！　私――」

　しかし、鷹臣さんは懇願する私の内壁をさらに押し擦る。

「我慢するな。いっていい」

「あっ、あっ、あああっ……！」

　入口が締まり、全身が大きく痙攣した。呼吸が乱れ、視界がぼんやりとする。私の中から指を引き抜いた鷹臣さんがゆっくりと私にキスをした。

「千咲……」

　鷹臣さんは私を抱き上げてバスルームを出る。そのまま寝室に向かった彼は、ベッドに私を下ろした。

「鷹臣さん。ベッドが濡れて……」

「かまわない。今すぐお前を感じたいんだ」

　私の上に跨る鷹臣さんは、濡れて垂れた自身の前髪を鬱陶しそうに搔き上げる。昂る彼のものが目に入り、私は再び一気に顔を火照らせた。

　……あんなに大きいのが私の中に入っていたんだ。鷹臣さんも感じてくれていたのかな。

　彼の先端から先走ったものが垂れているのを見つけて、私はやりどころのない恥辱の感情に膝をもぞもぞと擦り合わせた。その様子に気がついた鷹臣さんが、私の太ももを持ち上げて開脚させる。

「鷹臣さん、恥ずかしい……。見ないでください」

　熱く蜜が垂れている自覚があった。私が足を閉じようとすると、彼が足の間に身体をねじ込んでくる。口で避妊具の封を切る彼は、それをそそり立つ自身のものに装着した。

　間近に迫る快感に、私は思わず生唾を飲む。

　彼の熱い先端が秘所に押し当てられ、ずるりと蕾を擦り上げて滑る。突然の刺激に、私は小さく身体を跳ねさせた。彼のものが割れ目と蕾の間を往復する。

「あっ……あぁっ……たか、お、みさん……っ！」

「なんだ」

　いささか険しい面持ちの鷹臣さんは、吐息混じりに言った。

　なんだって、絶対にわかっているのに……。

　私は一瞬唇を噛み締めるが、迫りくる快楽の波にすぐに再び甘い声を漏らす。

「んっ……もう、欲しいっ……です……っ」

　死にたいくらいに恥ずかしかった。それでも、今すぐ鷹臣さんが欲しくて堪らない。

　それなのに鷹臣さんは、

「なにが欲しい」

　とさらにとぼけて蜜口の浅いところを擦った。出たり入ったりする感覚に、余計にもどかしさで腰が上下する。

「意地悪しないでください」

「言わなきゃわからない」

　浅い抽挿と同時に花芽を摘ままれて、私は身体を弓なりにする。

「ほら。千咲」

「あっんんっ……鷹臣さん、のっ……」

「俺のなに？」

　私は恥辱に満ちて涙目になる。しかし、もう限界だった。私はわずかに身体を起こし、破裂しそうな彼のものに触れた。

「これが……欲しいです」

　言い終えた瞬間、彼のものが一気に私を貫く。

「ああぁっ……！」

　私は悲鳴のような声で喘ぐ。全身がビリビリと痺れ、身震いした。

「っ、おい。そんなに締めるな」

　鷹臣さんは眉根を寄せている。

「だって……。気持ちいい、から……っ」

　少しでも長くこうしていたいのに、身体は言うことを聞かなかった。

　鷹臣さんがため息をつく。不思議に思い私が小首を傾げると、彼はひと際色気を含んだ眼差しでこちらを見下ろした。

「……お前は。もう止まらないぞ」

「えっ？」

「煽った責任は取ってもらうからな」

「煽ってなんか……」

　そう言いかけるけれど、次の瞬間、鷹臣さんは自身を遠慮なく私の最奥に打ち付ける。肌と肌が激しくぶつかる音とともに、私は嬌声を上げた。

「あっ……ああっ……あ、んっ……っ」

　背中がしなり、あまりの快感に逃れようとする私の腰を鷹臣さんが引き寄せる。子宮口を抉るように刺激され、足先にぎゅっと力が入った。

「ああっ……んぁっ……！」

　思考が快楽の波に飲み込まれそうになりながら、私はシーツを握りしめ、なんとか留まろうとする。律動を続ける鷹臣さんが汗を滲ませ、顔をゆがめているのを見て、思いがけず問い掛けた。

「……鷹臣さん、は……気持ち、いいですか？」

　その言葉に、鷹臣さんの動きが止まる。挿入したまま腕を引いて私を起き上がらせた彼は、私の髪をそっと耳にかけた。

「あぁ。お前の中、熱くて溶けそうだ。おかしくなりそうなくらい気持ちがいい」

　耳もとで囁かれ、背筋を甘い電流が走る。

「……よかった」

　鷹臣さんも気持ちよくなってくれているんだ。

　安心感でうっとりする。すると、今度は下から突然突き上げられた。大きく身体を反らせる私の胸を揉みしだく彼に揺さぶられる。

「無意識だったら恐ろしいやつだな。思う存分愛してやるから、覚悟しろ」

　胸の先端を弄ばれ、腰を深く打ち付けられる。同時に咥内を舌で愛撫されて、下半身にこもった熱が再びじわじわと上り詰めてくる。

「ああぁっ……また……いっちゃ、う……っ」

「いけ。俺に狂って、どこにも行けなくなればいい」

　低く掠れた声で告げる鷹臣さんに、抽挿とともに花芽を押し潰された。私は身体を大きく震わせ、絶頂へと上っていく。

　私の乱れた呼吸が部屋の中に響いた。

「悪いがまだ終わってやれない」

　苦しげに呟く彼に、私はうつろな眼差しを注いだ。

　鷹臣さんが私を求めてくれている。それだけで、切なさに胸がいっぱいになる。

　なんとか頷くと、彼は再び堅くいきり立った自身で私の内壁を押し擦った。何度達したのかはわからないが、彼の背中にしがみついていた私は、次第に頭が真っ白になっていった。






　ふと、瞼を押し開けた。焦点が定まらず、ぼーっとしている。身体がどうしようもなく重だるくて、自分がまた行為の最中に意識を失ってしまったのだと気がついた。

　部屋の中は暗い。隣には、静かに寝息を立てている鷹臣さんの姿がある。

「寝顔……」

　見るのは二回目だな。

　私はベッドライトの淡い光に照らされた鷹臣さんを覗き込んだ。

　普段の表情からは想像もできない無防備な寝顔。長いまつ毛がわずかに揺れていて、思わず笑みがこぼれだす。

　どうしよう。――私、鷹臣さんが好きだ。

　想いを自覚すれば、胸がぎゅっと締め付けられた。

　きっと、私たちのような関係を世間ではセフレって言うんだよね。会社では上司と部下で、一緒に食事だってする。テレビを見ながらコーヒーを飲んで、楽しい時間だって共有した。

　それでも、付き合っていないのに身体を重ねている私たちを言葉で表すと結局はセフレ。そのひと言なのだ。

　……それが堪らなく切ない。

　鷹臣さんは私を好きなわけじゃない。もともとは、失恋した私を慰めてくれていただけ。放っておけないとかまってくれるのも、彼が面倒見もよく、優しいからだ。

　眠る鷹臣さんの髪をそっと撫でる。涙ぐむような愛おしさが胸に迫った。

　世のセフレがいる人たちは、同じ相手と行為を重ねてもそこに気持ちがのっかってしまうことはないのだろうか。まるで恋人同士のように抱き合って、愛されて、ついつい心を許したくならないのかな。私が子供なだけ？

　私には、彼をただの身体だけの相手だと割り切るなどできなかった。

「好き……」

　消え入りそうな声で告げる。言葉にすれば、もう戻れないほど好きになっていると思い知った。

　そんなつもりのない鷹臣さんに伝えても困らせるだけだよね。私が気づかないフリをしていれば、これからもこうして会えるかな。

　考えを巡らせ、はっとした。

　……私、また同じだ。

　いつもこんな考え方しかできない自分にうんざりする。

　我慢には、いつか限界が来ると学んだばかりだった。

　それに、鷹臣さんに気持ちを隠し通すなんて不可能だと思う。恐らく簡単に見破られて、私たちの関係は終わりを迎えるだろう。

　そんなことになって、もしも私が仕事にまで影響を及ぼしたら……。確実に失望される。

『視野も広いし、周りに気遣いもできる。仕事も早いのに丁寧で的確だ。俺がどんなに怒ってもへこたれず、絶対に手を抜かない。俺はお前になら任せられるといつも思っているし、頼りにしている。もう少し経験を積んで視野が広がれば、プロジェクトでも重要な役割を担える存在になれるだろう』

　昨晩、鷹臣さんに言われた言葉を思い返した。

　たとえ上司と部下という関係でしかそばにいられなくても、私はあなたに認められていたい。

　そして、叶うなら、せめていつでも鷹臣さんの力になれる存在でありたかった。鷹臣さんが私を救ってくれたように、いつか彼になにかあれば、駆けつけるのを許されているひとりでいたい。そのためにはこの気持ちを隠していかなければ。

「離れなきゃ……」

　新たな決断を心に、情けない声で呟いた。

　早くしなければ鷹臣さんが起きてしまうかもしれない。そう思うのに、彼を見据えたまま動けなかった。鼻の奥がツンとして、涙が滲みそうになる。急いで鼻をすすった私は、バスルームに戻って服を身に纏った。

　しかし、熱いものが頬を伝い、ぽろぽろと床に落ちる。

　ずっと、我慢強いのだけが取り柄だったのに。鷹臣さんが甘やかすから、すっかり泣き虫になってしまった。

「大丈夫」

　以前のように戻ればいいだけだ。

　今だけは想いを吐き出させて欲しい。

　手の甲で涙を拭った私は、鷹臣さんを起こさないように静かに彼の部屋をあとにした。

















第五章　言葉より大切なもの












　仕事が終わり、オフィスビルを出て、ほっと小さく息をつく。

　私が足を踏み出すと、アスファルトの端に雨の跡が残っているのが目に入った。

　今日も知らない間に降っていたんだ。

　五月も中旬になり、昼はずいぶんと暖かくなってきたが、日が沈めば夜はまだ冷ややかな風が吹いていて肌寒い。夕方に中休みのような不安定な雨が降ることも多かった。

　――鷹臣さんと最後に身体を重ねてから、約一週間が経った。

　あの日、またしても黙って帰った私のところに、目を覚ました鷹臣さんが訪ねてきた。

　私の体調を気にして出勤前だというのに様子を見に来てくれた鷹臣さんに、嬉しくて思わず飛びつきそうになるも、私は期待を強引に意識の底に押し込め、『大丈夫です。あ、私そろそろ用意しないと』と笑顔で答えた。

　鷹臣さんは一瞬怪訝な表情を浮かべていたけれど、『わかった。あとでな』と私の頭を撫でて部屋に戻っていった。

　自然に話せたと思う。現にこの一週間、会社でも特に変わった出来事はなかったし、プロジェクトが進み忙しさも増しているおかげで、社内で鷹臣さんとふたりでゆっくり話す時間などなかった。

　不自然に避けると怪しまれてしまうから、時間をかけて正しい距離に戻していかないと。……あと何度こんなやり取りを繰り返すのだろう。

　油断すると気持ちまでじめじめしてしまいそうになった。

　大丈夫。きっと、鷹臣さんはすぐに私のことなんて気にならなくなって、私もいつかは忘れられる日が来るから。

　私は軽く深呼吸をして、正面に見えてきたいつものコンビニの自動ドアをくぐる。かごを手に取った私は、レジの前を通ってお弁当のコーナーへと向かった。

　とりあえず食べなきゃ。お腹が空くと心も弱る。

　棚に並ぶ商品を見渡した。よく食べる野菜たっぷりの中華丼があるのを見つけて、おもむろに手を伸ばす。しかし、突然私の頭の中に鷹臣さんの映像が浮かんで、その手は空中で止まった。

『お前、いつもそんなものばかり食べてるのか』

『さすがに帰りが遅くなった日はしないが、それ以外はだいたい作るようにしている。人間身体が資本だろ。楽して身体を壊したら元も子もないからな』

　呆れ顔で言っていた彼を思い返し、またしても感傷に引き込まれた。

　離れると決めてから、なにをしていても記憶が鷹臣さんに繋がってしまう。

　……こんなんじゃダメだ。

　考えを振り落とすように、私はかぶりを振る。中華丼と明日の朝食に食べるパン、お茶をかごに入れて、レジへと向かった。

　コンビニ袋を片手に夜道を歩く。マンションは目の前に迫っていた。私は足を進めつつも、カードキーを取り出そうとバッグの中を探る。

　しかし、視界の端でゆらりと影が動くのを認めて、私は反射的に顔を上げた。

　誰かが私の前に立ちふさがっている。暗くて顔は見えず、私は全身を硬直させながら身じろいだ。すると、ゆっくりとこちらに近づくその人物の顔がマンションの屋外灯に照らされて明らかになる。

「……千咲」

　私の心臓がドクンと跳ねた。

　現れたのは、達真だった。

　仕事終わりなのか、スーツ姿の達真がこちらを見据えている。思ってもみなかった再会に、私は驚き入ってその場に立ち尽くした。

「どうしてここにいるの」

　私はできるだけ平静を装いつつ問い掛ける。だが、心の中ではひどく動揺していた。

「お前と話がしたくて」

　そう告げた達真は、不思議なくらい落ち着いていた。それが余計に私を動揺させる。

　あのとき最後までなにも言わなかったというのに、今さらなんの話があるというのだろう。突然目の前に現れて、本当に勝手だ。

「私はないよ」

　私は顔を背け、達真の横を通り過ぎる。

「待ってくれ……！」

　足早にホールに入ろうとする私の腕を、達真が掴んだ。

「……少しでいいから。頼むよ、千咲」

　達真の手に力が込められた。懇願するその声は、私が過去に繰り返し見てきた彼の謝罪する姿を彷彿ほうふつとさせる。当時の苦い記憶を思い出し、息が詰まる心地がした。

「痛い。離して」

「あ、悪い……」

　我に返った様子の達真が、慌てて私の腕を離す。

「……話したらすぐに帰って」

　視線を合わせないまま呟く私に、達真が安堵の息を漏らすのが聞こえてくる。

　いったいなんの話なのか、不安に心臓が早鐘を打ち始めた。突如勢いを増す夜風が冷たくて、私は身震いする。

　束の間の沈黙が流れて、達真がおもむろに口を開いた。

「千咲。今まで傷つけてきてごめん。俺、お前の気持ちにずっと甘えてたんだ。千咲は俺から離れていかない。いつも最後には許してくれるのは、千咲にとって俺は特別だからって」

　達真の口から告げられる想い。それは皮肉にも同じ考えなのに、互いの中では真逆の意味を持っていたことを知らされる。改めて、長い間信じ続けていた自分が滑稽に思えて堪らなかった。

「でもあの日、初めて本気で感情をぶつけてきたお前を見て、俺はなにも言えなかった。今までは簡単に言えた言葉たちが出てこなかったんだ」

　達真がそう言い終えると同時に靴音がして、私は彼の方へ視線を向ける。向かい合う達真は、私のすぐ目の前に迫っていた。

「千咲。俺、お前がいなくなってやっとわかった。これまでは簡単に口にしていたけど、やっぱり俺にはお前がいなきゃダメなんだ。今さらこんなこと言っても遅いのも、信用できないのもわかってる。でも、お前が好きなんだ。もう絶対に悲しませたりしない。今度こそ誓うよ。だからあと一度だけでいい。俺にチャンスをくれないか？」

　今にも泣きだしそうに切実な声。達真の唇がわずかに震えているのが見えた。その様子に、過去に聞いた言葉たちとは心づもりが違うのは明白だった。

「達真。私ね――」

　私が話し出したそのときだった。

「お前……っ。どうしてここにいる」

　荒々しい声とともに、私と達真の間になにかが割って入った。濃紺のスーツ姿の大きな背中。その正体がすぐにわかった私は、驚きながらもほっと心が緩むのを感じる。

「……鷹臣さん」

「あんた……」

　鷹臣さんの向こう側で、達真が驚きの声を上げていた。

「あんたがどうして千咲のマンションに……」

「お前には関係ない。二度とこいつの前に現れるなと言っただろ」

　いささか狼狽する達真に、鷹臣さんは鋭い語気で言い放つ。

「あんたこそ関係ない。これは俺と千咲の問題――」

　達真が言い終えるより先に、鷹臣さんが達真の胸ぐらを掴んだ。

「鷹臣さんっ！」

　私は慌てて鷹臣さんのもとへ駆け寄る。

「いつまでもこいつを自分のもののように呼ぶな」

　鷹臣さんは凄まじい怒りを眉の辺りに這わせていた。達真が思わず息を呑むのが伝わってくる。

「お前はこいつのひたむきな想いを踏みにじったんだ。それを今さらチャンスだ？　笑わせるな。お前の都合で勝手に現れて、またこいつを傷つけたら俺はお前を許さない」

　鷹臣さんが、打ち据えるように告げた。その言葉の端々から彼の真剣な胸の内が伝わってきて、私は胸を震わせる。しかし、私は唇を強く噛みしめながら鷹臣さんの手を制止した。

「……綾野？」

　鷹臣さんは驚異の目を見張る。私はそんな鷹臣さんに困ったような笑みを向けた。

「達真と……ふたりで話があるんです。だから、手を放してください」

「本気で言っているのか？」

　鷹臣さんが、険しい面持ちになる。

　私は顔を作るので精いっぱいで、ひと呼吸置いてから「……はい」と返した。

　達真の胸ぐらを掴んでいた鷹臣さんの手が、一瞬力を込めてから離れる。

「……勝手にしろ」

　冷ややかに告げた鷹臣さんは、エントランスホールのドアの向こうに消えた。私はその後ろ影を眺め、手のひらを強く握り締める。

　きっと、達真とヨリを戻したがっているって誤解されたよね。……でも、それでいい。そうなるとわかっていて、わざとあんなふうに言ったのだから。

　そう思うのに、切り裂くように胸が痛む。

「……千咲？」

　達真が私の様子を窺うようにこちらを覗き込んできた。意識が引き戻される。私は小さく深呼吸をしてから、真っ直ぐに達真を見つめた。

「私、達真のこと、凄く好きだった」

　話し出す私に、達真が緊張した顔つきで一度喉仏を上下させる。

「できるならずっとそばにいたくて、私が我慢して済むのなら、いつか私だけを見てくれるなら、それでいいってずっと思ってた。でも、本当はそうじゃなかったの。心は徐々に悲鳴を上げていたし、あの日……もう限界だった」

　私も達真と離れて気づいた。実際はあの日じゃない。恐らくとっくに限界だったのだ。ただ私がなんとかしがみついていたくて、必死にその結果を見ないフリをして、決断から逃げていただけ。

　できるなら、なんとかそばにいたかったからだ。それが長年恋人として一緒にいた意地なのか、真の愛情からだったのかは今となってはわからない。

「もしも達真とやり直しても、私はきっと、過去の痛みを忘れられない。事あるごとに疑心暗鬼になって、結果的にふたりとも幸せになんてなれないと思う」

「俺は何度疑われてもいい。当然だ。だから――」

「達真」

　言葉をさえぎる私の声に、達真は小さく肩を跳ねさせた。私が侘しげに笑うと、達真は顔を強張らせる。

「私たちはもうやり直せない。あのときに、完全に壊れちゃったんだよ」

　……あれだけ伝えられなかったのに。

　自分がいかにあの夜から前を向いて進んでいるのかを思い知った。達真の瞳が悲しみに揺れる。

「千咲……お前が好きなんだ。どうしようもなく。……もうダメなのか？」

　それはあまりに悲痛な声で、思わず憐憫れんびんの情が湧いてしまいそうになる。だが、私は涙を振るって口を開いた。

「私、意外に逞しかった。今ね、好きな人がいるの。つらいときにたくさん助けてくれた人」

「それって……」

「うん。だから、もう達真とはなにがあってもやり直せない。ごめん」

　ありのままを告げた。達真の顔は悲しげにゆがめられる。

「謝るな。……千咲が謝らなくていい」

「……じゃあ、私行くね。元気で。今までありがとう」

　これ以上私に言えることはもうない。達真も引き留めなかった。

　私はカードキーでロックを解除し、エントランスホールの中に入る。

　私の足早にヒールがコツコツと床を叩く音が、徐々に遠ざかっていくように聞こえる。

　達真とはこれで本当に終わりだ。

　心の奥底に残っていた靄もやも、完全に消えていく心地がする。

　実際は鷹臣さんとの恋も叶いそうにはないけれど、私の気持ちは嘘ではない。鷹臣さんは、やっぱり私と達真が復縁したと思ったのかな。

　自分でそう仕向けたのに、先ほどの鷹臣さんとのやり取りを思い返すだけで胸がいっぱいになって涙が滲んできた。しかし、もう決めたのだ。

　もう心残りもない。結局私は、最後まで大人にはなれなかった。鷹臣さんの心が欲しいと思ってしまったのだ。

　二十二階で止まったエレベーターを降りる。ふと視線を上げて、私は大きく目を見張った。

「……鷹臣さん」

　そこには、私と彼の部屋の間で待ちかまえる鷹臣さんの姿がある。

「話は終わったのか」

　こちらに近づいてきた鷹臣さんは、凍った仮面のような顔つきをしていた。仕事で怒っている場面や無表情など見慣れているはずなのに、私は一瞬気圧されたように息を吸い込んだ。

「どうして――」

　私が言い終える前に、強引に唇が重ねられる。手首を掴まれ、そのまま壁に押さえつけられた。

「ちょ、た、かおみ……さ……っ！」

　私が声を上げると、私の唇を解放した彼がこちらを見下ろす。

「そんなにあいつがいいのか？」

「えっ？」

　驚く私に、鷹臣さんは苛立ったように眉をピクリと動かした。

「来い」

　手を引かれ、鷹臣さんの部屋に連れ込まれそうになる。

「ダメです」

　私は慌てて声を上げた。鷹臣さんの足がその場で止まる。

「……行けません」

　私は鷹臣さんが振り返る前に、彼の背中に向かって告げた。掴まれた腕を引くと、思いのほかするりと抜ける。私はわずかにぬくもりが残る手首を抱えながら、

「失礼します」

　と鷹臣さんを置いて自分の部屋に入った。

　乱暴にパンプスを脱ぎ捨て、転がるようにリビングへ向かう。カバンを放り出した私は、床に座り込んでソファーに突っ伏した。

　身体の内側から、速くなった心臓の音が聞こえる。知らぬ間に呼吸を止めていたと気づき大きく息を吐き出すと、同時に泣きたい衝動までもが一気に喉もとに込み上げてきた。

　みるみる視界が滲むけれど、私は奥歯を噛み締めて堪える。

　絶対に泣かない。離れると決めた日、これが最後だと決めたのだ。自分で決断したのに、こんなにもつらいなんて……。

　ズキズキと痛む胸を服の上から押さえた。

　……鷹臣さん。たくさん頼ったのに、ごめんなさい。鷹臣さんを好きになってしまったから、曖昧にあなたに抱かれるのが耐えられなくなりました。

　それなのに、もう鷹臣さんの熱が恋しい。身体が彼を覚えていて、優しく抱き締めて欲しいと求めていた。触れられれば、抱き合ったときの幸福感が簡単に蘇った。

　先に身体を繋げなければよかった。でも、そうでなければ私たちはただの上司と部下のままだっただろう。それに、一緒に過ごした時間も存在しなかった。

　どれだけつらくても後悔はしていない。どの記憶も思い出すだけで幸せで、関わらなければよかったなんて嘘でも思えなかった。

　彼の感触を失った手首を撫でる。広い部屋が、よりいっそう私を孤独に感じさせた。






「よしっ。あとは荷物か……」

　清掃されたフローリングを軽く拭き上げた私は、こぢんまりとした小さな部屋の端に置いた数個の段ボール箱に視線を移す。

　――鷹臣さんの腕を解いたあの日から、約二週間が経った。

　まもなく六月を迎えることもあって、真昼の光線が容赦なく私を射す。窓を開けていても、入ってくる空気は湿気で少しジトっとしていた。

　あれから私たちは、仕事以外で顔を合わせることはなかった。といってもあの次の日から鷹臣さんが、進めているプロジェクトの関係で急に大阪に二十日ほど出張に行くのが決まったからだ。

　偶然だが、出社して飛田さんから出張のことを聞かされたときはほっとしてしまった。

　しばらく離れている間に少しでも落ち着けるはずだ。そう思い、私は無心で目の前の仕事に向き合い続けた。

　そして先日、色々考えた末に私は叔父に、部屋の管理は責任持って引き続き行うけれど、事情があって引っ越しをしたいと連絡をした。

　鷹臣さんと離れると決めたなら、いつまでも隣にはいられない。あの距離にいればそのうち絶対にばったり会ってしまうだろうし、家にいると壁を隔てて鷹臣さんの存在を感じ続けるのはつらかった。

　いつか想いが止められなくなって、自分から会いに行くかもしれない。そうなれば決断した意味などなくなってしまう。鷹臣さんをあんなふうに突き放したのに、それではあんまりだ。

　しかし、そうすぐにいい物件など見つからなかったので、私はしばらくマンスリーマンションを借りることにした。叔父のマンションに来るときに家具もほとんど処分してしまった私には、家具つきタイプの物件でちょうどよかった。

　……鷹臣さん、私が引っ越ししたって知ったら驚くかな。いや、仮に驚いたって、すぐに気にしなくなるよね。鷹臣さんなら放っておいても女性の方から寄ってくるだろうし、私に拘る必要なんてない。

　今私は、あのプロジェクトの成功を一番に考えればいい。鷹臣さんだって、あんな数回の出来事すぐに忘れるに決まっている。

　自分で言い聞かせたにもかかわらず、神経が張り裂けそうになった。

　いつか鷹臣さんが結婚したら？　私は部下として、おめでとうございますと笑顔で彼に伝えられる日が訪れるのだろうか。

「忘れなきゃいけないのに……」

　鷹臣さんの優しさも、肌のぬくもりも、私を抱き締めていたあの力強い腕の感触も、すべて記憶の中でこの夏の日差しのように日増しに強くなり、私の胸を焦がした。

　弱る心を奮い立たせるように頬を叩く。

　すると、デニムパンツのポケットに入れていたスマートフォンが突然振動した。おもむろに手に取ると、私はディスプレイに表示された【九条部長】という名前を見て、鼓動を大きく高鳴らせる。

　どうして鷹臣さんが……。

　狼狽えている間も、スマートフォンは震え続けている。

　仕事の緊急時に必要な場合もあるからと、部署内の皆が部長である鷹臣さんとは連絡先を交換していた。

　もちろん私も登録はしていたけれど、外回り中に着信があってもだいたいがオフィス内の電話からで、鷹臣さんから直接電話を掛けてきたことなど今までに一度もなかった。

　何度か家に行ったときも、鷹臣さんに直接誘われていたし。それに鷹臣さん、まだ出張から戻っていないよね。

　予想もしていなかった状況に、焦燥感が高まる。

　……どうしよう。

　考えあぐねていると、スマートフォンは静かになった。私は安堵の息をつく。しかし、ほっとしたのも束の間、スマートフォンは再び着信を告げた。

　二度も掛けてくるなら、もしかして仕事の話かもしれない。出張先でなにかあったのかな。プロジェクトについての大事な連絡かも。

　だんだんと不安になってきた私は、乾燥した喉で生唾を飲んだ。恐る恐るディスプレイの通話ボタンをタップして、スマートフォンを耳に当てる。

　大丈夫。呪文のように心の中で唱えた。

「……お疲れ様です。綾野――」

『お前、今どこにいる』

　私が言い終える前に、鷹臣さんの切迫したような声が聞こえてきた。その問い掛けに、心臓は大きく跳ねる。

「えっ？　……どこって言われても……」

　どうして鷹臣さんがそんなことを気にするのだろう。

　突然のことに、私は心が波立ち騒いで落ち着かなくなった。

『さっき出張から戻って用があったから社に寄ったら、人事部からお前の提出した住所変更の書類の件で話があると電話が入った。山崎に聞けば今日お前は引っ越しで休みを取っているって言うし、いったいどういうことだ』

　鷹臣さんが鋭い語気で放つ。

　もう聞いたんだ……。

　私は電話の向こうの彼に気づかれぬように呼吸を整えた。

「部長は出張中だったので、お伝えできなくてすみませんでした。私、引っ越したんです。別に部長の隣が嫌だったからとかじゃないですよ。ただ単に、あのマンションは私には広すぎて持て余しちゃったんです。だから、もともと住んでいたところみたいな部屋を探そうと思って」

　私が早口で捲し立てるが、

『場所は？』

　鷹臣さんも引かなかった。

　わざと部長と呼んでいるのに。必死に距離を保とうとしている気持ちを揺さぶらないで欲しい。追いかけるような真似をして、これ以上期待させないで。

　スマートフォンを持つ手に、ぎゅっと力が入る。唇が小刻みに震え出した。

『千咲』

　どこか悲しげに呼ぶ鷹臣さんに、私は顔をゆがめる。

　……やはり無理だ。鷹臣さんともとの関係に戻るなんてできない。こうして今も久しぶりに声を聞くだけで、愛おしさで胸がいっぱいだった。

　こんなに好きになって、想いが溢れ出して、戻せるはずなんかなかったんだ。

　途端に頭の中で交錯していた様々な思いが、すぅーっと引いていく感覚があった。心の中に新たな決意が生まれる。

　覚悟を決めた私は、おもむろに口を開いた。

「……言えません。私、部長とはもう仕事以外では会えません。いっぱいお世話になっておきながら、勝手ですみません。でも――」

『でも、なんだ』

「私は、鷹臣さんのセフレではいられないんです」

　最後に躊躇いそうになるのを押し切って告げた。

　最初からこうすればよかったんだ。我慢を続けられないと学んでこうなる道を選んだはずだったのに、結局私は鷹臣さんに直接セフレ以上には見られないと言われるのが怖かっただけだったんだ。

　鷹臣さんが褒めてくれた仕事を言い訳にして、私はまた傷つくのが怖かった。きちんと清算しなければ、なにも変えられるはずなどなかったのに。

『……今すぐ住所を送ってこい』

　鷹臣さんは、ひと際低くなった声で言った。

「だから――」

『いいから』

　私は戸惑いながらも、そのあまりの迫力に圧倒されてこの部屋の住所を伝える。すると、鷹臣さんは、『今から行くからそこで待ってろ』と一方的に電話を切った。

　私は虚しい機械音を数回聞いたあと、スマートフォンを持った手を床に落とす。全身の力が抜けて、その場に寝転がった。

　終わりが、すぐそこまで迫っていた。






　――電話が切れてから、ものの十五分ほどで私の部屋のインターホンが鳴った。

　私は玄関のドアの前に立ち、ドアノブを握る。開けたくない気持ちと、今すぐ顔が見たいという思いが、心の中でせめぎ合っていた。

　私はそれらを振り払うようにかぶりを振って、勢いよくドアを押し開ける。

　そうすると、私が鷹臣さんの姿を捉えるより先に、視界が黒く覆われた。同時に力強い圧迫感と、爽やかな男性らしい香りに鼻腔をくすぐられる。

　布越しに温かさが伝わってきて、鷹臣さんに抱き締められているのだと気づいた。私は困惑しつつも、恋しくて堪らなかった熱から離れられない。

「ったく、人が近くにいない間に勝手にいなくなるな。心臓が止まるかと思った」

　珍しく余裕のない声色で言う鷹臣さんの乱れた息遣いが耳もとで響く。私は声を聞くだけで涙が滲みそうになり、堪えようと彼の胸もとに顔を押し付けた。しかし、鷹臣さんに肩を掴まれ、引き剥がされる。

「だいたい、誰がセフレだ。俺はそんなものになった覚えはないし、お前をセフレだなんて思ったことは一度もない。俺は好きな女しか抱けないからな！」

　鷹臣さんがきっぱりと言い放った。だが、私は衝撃のあまり発せられた言葉の意味をすぐには理解できなかった。

　……好き？　誰が、誰を？

　呆然とする私に、鷹臣さんは険しい面持ちになる。私の思考は上手く働かなかった。

「十分伝わっていると思っていたが、違ったんだな」

　……好きな女って私のことなの？

　ワンテンポ遅れてようやく認識する。

「だ、だって、そんな素振りちっとも……」

　私が狼狽して声を上げると、鷹臣さんは呆れたような面持ちになった。

「『またお前に触れたかった』、『可愛い』なんて、好きでもないやつに言うわけないだろ」

「そんなんじゃ……！　わかりませんよ……」

　私の語尾は情けなくぼやける。

　なにが起こっているのかわからなかった。

「そうか。悪かった」

　鷹臣さんが私の頬を撫でる。

「私は、ずっと……」

　押さえつけていた気持ちが、飛び出していいのか迷っていた。しかし、

「好きだ。千咲」

　甘く囁かれて、堰を切ったように感情が高まった。

「俺は自分でもいつからかはわからないけど、お前のことが好きだった。お前に恋人がいるのは知っていたし、幸せを壊す気はないと諦めていたのに、あんなふうに傷ついているのを見たら……堪らなくなった」

　初めて明かされた想いに、心を打たれずにはいられなかった。目に涙をためている私に、鷹臣さんは法悦の笑みを浮かべる。

「他の男のことで泣くな。俺なら大事にして必ず幸せにしてやるのにって……気づいたらあの日、俺はお前の肩を掴んでいた。身体が勝手に動くなんて初めてだった」

「鷹臣さん……」

　胸に熱いものが込み上げてくる。口を開くと、ついには堪えきれなくなった涙が頬を流れた。それを見た鷹臣さんがそっと私を抱き寄せる。

「泣くな。言っただろ。お前の笑った顔が見たいんだ」

　その言葉に、私は涙を拭って無理やり笑顔を作って見上げる。きっと涙に濡れてひどい顔だったはずなのに、鷹臣さんは喜びを頬に浮かべていた。面映ゆくなって思わず肩を竦ませると、私は首にひやりとした感触があるのを感じる。

　なんだろう……。

　私は疑問に思い、手を当てながら首もとへと視線を落とした。すると、私の首にはひと粒のダイヤモンドが輝くネックレスがぶら下がっていた。

「これ……」

「お前が初めてうちに来た日、誕生日だったんだろ」

「鷹臣さんが、どうしてそれを……」

　驚く私に、鷹臣さんは緩やかに両方の口角を上げる。

「千咲。これからは泣かせた分も好きだと伝えるから、ずっと俺のそばにいてくれ。お前を愛してるんだ」

　真っ直ぐに告げられた想いに、再び目頭が熱くなる。

「私も、好きです。鷹臣さんに……私を好きになってほしかった」

「とっくにお前に惚れている。仕事では一生懸命で頼りになるのに、実際は誰かが見ていないと我慢ばかりしてしまって危ういところも、純粋で、すぐ赤くなる可愛い顔も。自分の大切な日に人の予定を優先させてしまうようなお人好しなところも、どうしようもなく愛おしい」

　鷹臣さんが、優しく目尻を垂らした。

「ちゃんと言葉にしなくてすまなかった。好きだ。お前が好きだよ、千咲」

　私を安堵させるように、鷹臣さんは何度も気持ちを言葉にしてくれる。彼のこういう誠実なところが好きだと私も改めて実感した。

「お前はすぐに自分の気持ちにふたをしようとするが、俺が全部受け止めてやる。だから俺の前では我慢しなくていい。思うことはなんでも言ってくれ。その都度、答えはふたりで出していこう」

　私は感動に唇を結びながら何度も頷くと、鷹臣さんの胸に飛び込んだ。受け止めた彼が、小さく笑みをこぼすのが聞こえてくる。

「……夢みたいです」

　鷹臣さんが私を好きでいてくれたなんて。想いが通じ合い、また抱き合える日が来るなど思ってもみなかった。

「夢じゃない。お前がもういいと言うまで何度でも言うから安心しろ」

　顔をぐしゃぐしゃにして涙を堪える私の顔に、鷹臣さんはたくさんキスを落としていく。額に瞼。頬、鼻、そして、それは最後に一度唇に触れた。視線が絡み合うと、鷹臣さんは慈愛の眼差しを注いでくれる。

　――好き。

　息苦しくなるほどにいっぱいになった胸が、そう告げていた。私は堪えきれなくなり、鷹臣さんにしがみついて溢れた涙を流す。

　鷹臣さんはその間、優しく頭を撫でてくれていた。私は同じように泣いたあの夜のことを思い返してしまい、涙はなかなか止まってくれなかった。






　ひとしきり泣いたあとようやく冷静になった私は、鷹臣さんのスーツが私の涙ですっかり汚れているのに気づき、慌てふためいた。

「本当にすみません……」

　何度も謝る私の頭の上に、鷹臣さんが、ポン、と手のひらを置く。

「だから気にしなくていいって言ってるだろ。あ、でも、お前があいつとふたりで話したいなんて言ったのは結構本気で腹が立った」

　鷹臣さんが、思い出したかのように眉間にしわを寄せた。

「あ、あれは……。色々考えて、空回りして、それで……」

「だいたい、俺がお前を好きだっていう可能性は考えなかったのか？」

「まさか鷹臣さんが私を好きになってくれているなんて思ってもみなくて……」

　そんな考えなど微塵も頭になかった。

「前も言っただろ。自分を信じてやれ。お前には魅力がたくさんある」

　私に……魅力？

　小首を傾げる私に、鷹臣さんはわざとらしくため息をつく。

「まぁ、いい。これから俺が時間をかけてわからせてやる。とりあえず今日は覚悟しろよ。到底離せる自信がないからな」

　鷹臣さんは、意地悪に片方の口角を上げて笑った。頬が一気に熱くなる。すると、私の髪の毛をひと筋すくった彼が、

「本当は今すぐにでもここでお前を押し倒したいのを我慢してるんだ。だからそんな顔してくれるな。堪えきれなくなる」

　とその髪束を唇に当てた。その仕草のあまりの妖艶さに、私はいたたまれなくなって思わず身じろぐ。しかし、

「帰ろう。千咲」

　そう言って差し出された手に、私は手を重ねた。鷹臣さんはそれを勢いよく引き寄せ、再び唇が重ねられる。触れた部分から温かさが流れ込んできて、幸福感が身体中をたゆたっていた。

　唇が離れ、視線が絡み合うと、ひどく照れくさい。

　今、彼といるこのすべての瞬間が幸せだった。時間が経つのさえ惜しい。

　だが、私はふとあることを思い返した。

「あ」と短い声を上げた私を、鷹臣さんが「どうした？」と不思議そうに見つめる。

「いえ、叔父さんにはなんて言おうかと思って。まだここの住所も告げていなかったので、それなのにまたあのマンションに戻りたいなんて言ったらさすがに心配されるかなぁと……」

　私が苦笑すると、鷹臣さんは「あぁ、そのことか」といささか安堵したように肩の力を抜いた。

「隣の部屋に引っ越しましたって言えばいい」

「えっ？」

「まだ伝えていないんだろ？　それならそう言え。どうせ一生離す気はないからな。今からでも同じだ。今度お前のご両親にも、なんならハワイの叔父さんのところにも挨拶に行くぞ」

　思いもよらない提案に、私は口を間抜けに開いたまま何度も目を瞬かせる。しかし、当の鷹臣さんは、腕を組んで「なにか問題でも？」と言いたげな涼しい顔をしていた。

「鷹臣さん。私、別にマンションに戻れないわけじゃないんですけど」

　私が恐る恐る告げると、

「嫌なのか？」

　鷹臣さんも即座に追及する。

「嫌なわけないです！　でも、私料理もほとんどできないし、それに――」

　言い淀んでいると、突然鷹臣さんに抱き上げられた。下から私を見上げる彼の顔が近くにあって、胸がどきりと音を立てる。

「料理なんてどうでもいい。一生俺が作ってやる。お前は、ただ俺のそばにいればいいんだ」

「鷹臣さん……」

　本当に、どうして鷹臣さんは私のためにここまでしてくれるのだろう。

　こんこんと湧き出る愛情に、私は彼の頭を抱えるように抱き締めた。

　こんなにそばにいるのに、もっと近づきたい。私もあなたが大好きだと、言葉だけでなく抱き締める腕からも伝わればいいと思った。

　すると、鷹臣さんが、はぁーと大きく息をつく。

「お前の前で我慢なんてやっぱり無駄だったな」

　彼が言い終えると同時に、私の視界が大きく揺れた。勢いよく身体が反転した私は、とっさに目を瞑り、全身を強張らせる。しかし、身体に痛みが走ることはなくて、鷹臣さんに頭と身体を支えられていた私はゆっくりとフローリングに押し倒されていた。

「えっ？　ちょっと、鷹臣さん!?」

「今すぐお前が欲しい。ダメか？」

　私の上に跨る鷹臣さんは、瞳を艶やかに光らせる。凄まじい色気を放つ彼に、全身の細胞がざわめくような感覚に襲われた。

　そんなふうに求められれば、断れるわけがない。

　私は気恥ずかしさに目を伏せつつも、かぶりを振って答える。

　鷹臣さんが小さく微笑む声が聞こえてきて、次の瞬間、キスが降ってきた。それは少し荒々しく、熱いほどの愛に溢れていて、私は全力で応えようと彼のシャツの胸もとを握りしめる。

　……鷹臣さんに出会えてよかった。彼が私を好きでいてくれて、私も彼に恋をして、同じタイミングで心が通じ合った奇跡に幸せでまた涙が出そうになる。

　この想いを、彼を、一生大切にしたい。

　そう心に決めて、私は鷹臣さんの首もとに腕を回した。すると、鷹臣さんも優しく私を抱き締め返してくれる。

「私も……愛しています」

　途切れ途切れになりながら囁くと、鷹臣さんはいっそう貪るように口づけを深くした。
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　――千咲と想いを確かめ合って、しばらくが経った。

　あのあと、結局千咲はマンスリーマンションから俺の家に来ずに、もとの隣の部屋に戻ってきた。

　俺は本気だったのに。千咲はいつか一緒に暮らせるように準備ができるまで待っていてくださいと聞かなかった。

　そして、今日は日曜日。休日ということもあって昼前から俺の部屋にやって来た千咲は、うちのキッチンで料理をしていた。

　自分の家なのにキッチンへの立ち入り禁止を食らった俺は、そんな彼女の姿をダイニングテーブルに頬杖をつきながら見つめている。しかし、必死な彼女はまったくそれに気づいていなくて、俺は思わず笑みをこぼした。

　先ほど『そろそろお昼にしようか。簡単なものになるが、なにか作ってくる』と言う俺に、千咲が『あ』となにか言いたげにもじもじしていたものだから問い詰めると、彼女は『今日は私が作ってもいいですか？』と真っ赤な顔をして聞いてきたのだ。

　最近こっそりと勉強していたらしい。

　別に料理なんてできなくても全然かまわないのに。どれだけ言っても彼女は気になるのだろうか。だが、俺のために頑張ってくれていると思うと、そんな彼女がいじらしくて、可愛くて仕方がない。

　いつからか、俺は恋愛など面倒だと思っていた。

　昔は人並みに恋人がいたときもあったし、それこそ二十代前半くらいの頃は漠然と、いつかは誰かと結婚して家庭を持つのだろうと適当な未来を想像していた。

　しかし、『あなたには愛が欠落している』、『愛されているのかわからなくて不安になる』。過去に付き合っていた女性たちから、いつしか別れるときに同じような言葉を投げかけられているのに気がついた。

　愛を表現するなんて、人間は嘘もつくのに、どうして皆たわいもない言葉ばかり欲しがるのだろう。

　その頃になると仕事も落ち着き、もともと家事もそれほど嫌いではなかったせいか、独身のままでいるのも悪くないかと思い始めていた。

　だが、今になって思う。

　あのとき俺に愛されているかわからないと告げてきた彼女たちは、俺の行動に不安を感じていたんだ。言葉が欲しかったのは、せめてもと確証が欲しかっただけ。

　心が寄り添っていなかったからだ。千咲に出会って、それに気づかされた。

　今までにあんなふうに誰かを求めた経験はなかったし、なりふりかまわずに愛をぶつけたことなんてなかった。

　過去の彼女たちの言う通り、俺は心から愛せていなかったのかもしれない。

　誰かを想うと人は弱くなり、強くもなる。その人に心が振り回されて、今までの考えを覆す力すら持っていると千咲のそばにいて思い知らされた。

　ひと目見て瞬間的に恋に落ちたとかでもなく、なにか大きなきっかけがあったわけでもない。ただ、週に五日同じ空間で過ごした時間の中で、俺は少しずつ彼女に惹かれていった。

　無利益なことも進んでやってのけるひたむきさ、責任感が強くて一生懸命なのに、少し不器用で。

「千咲」

　俺が名前で呼ぶと、気恥ずかしそうに返事をする顔なんて堪らない。今は彼女のなにもかもが愛おしくて、彼女の存在が俺のすべてだった。

　恋人がいる女性を好きになるなど今までは一度もなかったのに。それこそ報われず、面倒以外の何物でもない。

　俺は小さく息をつく。そして、思い直した。

　いや、むしろ、この歳になるが、自分から人を好きになったのは初めてかもしれない。そう思うと、より彼女のことが愛おしく感じられる。

　俺は椅子から立ち上がり、キッチンにいる千咲のもとへ向かった。

「鷹臣さん!?　できるまでこっちに来ちゃダメって言ったじゃないですか……」

　俺に気がついた彼女はコンロの火を止めて、慌てて追い返そうとする。俺の背中を必死に押しているのだろうけど、その力があまりにもか弱くて、再び愛おしさで胸がいっぱいになった。

　俺は彼女の方へ向き直り、その細い腕を取って彼女を抱き寄せる。千咲が驚いたように「きゃっ」と小さく声を上げていた。

　しかし、少しすると、彼女もなにも言わずに俺の背中に手を回してくる。

「そんなに必死に追い返すなよ。一緒に作ろうか」

　俺が告げると、千咲はわずかに肩を揺らしてから、「ごめんなさい。そうしましょうか」と答えた。

　あの夜、あの場に遭遇しなければ、今この幸せはなかったのだろうか。そう思うと、千咲には悪いが確率さえも予測できない奇跡に感謝したい気持ちでいっぱいだった。

　――ずっと触れたかった。

　あの夜、千咲を見つけたのが俺で本当によかった。この腕の中にいる彼女を守りたい。なにに変えてでも。

「千咲。愛してるよ」

　俺は彼女の首筋に唇を寄せる。蝶のように何度も俺の手から消えていく彼女を絶対に離さないと心に決め、俺は彼女の首筋に赤い華を咲かせた。
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